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研
究
室
報
告

①　

今
年
度
は
、
坂
井
多
穂
子
教
授
（
国
内
特
別
研
究
）
が
研
究
に
専
念

す
る
た
め
に
講
義
等
を
担
当
し
な
か
っ
た
。

②　

今
年
度
は
新
入
生
歓
迎
行
事
と
し
て
、
四
月
ガ
イ
ダ
ン
ス
時
に
学
内

に
て
交
流
会
を
行
う
予
定
で
あ
っ
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
流

行
の
た
め
、
中
止
と
な
っ
た
。

③　

今
年
度
海
外
文
化
研
修
を
イ
ン
ド
に
お
い
て
実
施
す
る
計
画
で
あ
っ

た
が
、
や
は
り
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
流
行
の
た
め
、
中
止
と
な
っ

た
。

④　

本
年
度
、
大
学
院
（
イ
ン
ド
哲
学
仏
教
学
専
攻
）
の
公
開
研
究
発
表

会
を
春
学
期
（
六
月
二
四
日
）
と
秋
学
期
（
十
一
月
二
七
日
）
に
オ
ン

ラ
イ
ン
形
式
で
開
催
し
た
。
春
学
期
、
秋
学
期
と
も
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開

催
し
た
。
春
学
期
は
以
下
の
発
表
が
あ
っ
た
。
新
入
生
研
究
計
画
は
柏

本
智
史
、
中
川
照
遵
、
前
田
恭
介
（
以
上
Ｍ
１
）、
楊
鳳
芹
（
以
上
特

別
学
生
）
の
四
名
、
研
究
発
表
は
シ
ス
コ
（
福
島
）・
マ
シ
ュ
ー
（
Ｍ
２
）

「
ガ
ン
タ
ー
パ
著
のŚrīcakrasam

4varasādhana

に
つ
い
て
」、
是
松

宏
明
（
Ｄ
２
）「
ジ
ャ
イ
ナ
教
に
お
け
る
瞑
想
実
践
者
の
分
類
」、
崎
山

忠
道
（
Ｄ
３
）「『
稲
芉
経
』
と
い
う
経
典
の
名
称
に
つ
い
て
」、
谷
釜

智
洋
（
Ｄ
３
）「
大
正
期
仏
教
教
団
の
門
徒
教
化
へ
の
新
た
な
取
り
組

み
─
真
宗
大
谷
派
「
仏
教
学
会
」
を
中
心
と
し
て
」
の
四
発
表
で
あ
っ

た
。
ま
た
秋
学
期
は
、
崇
昊
（
Ｍ
２
）「
明
太
祖
の
佛
教
に
対
す
る
考

え
方
─
『
神
異
典
』
を
中
心
と
し
て
」、
古
川
峻
（
Ｍ
２
）「
滅
罪
法
（
プ

ラ
ー
ヤ
シ
ュ
チ
ッ
タ
）
に
お
け
る
チ
ャ
ー
ン
ド
ラ
ー
ヤ
ナ
滅
罪
の
在
り

方
」、
梅
田
愛
子
（
Ｄ
３
）「
梵
文
『
維
摩
経
』
第
１
章
の
偈
頌
に
つ
い

て
の
考
察
」
の
三
発
表
で
あ
っ
た
。
秋
学
期
の
発
表
会
開
始
前
に
は
、

学
外
講
師
を
お
招
き
し
御
講
演
戴
い
た
。
講
師
名
、
所
属
、
講
演
テ
ー

マ
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
岡
野
潔
先
生
（
九
州
大
学
教
授
）「
イ
ン

ド
仏
教
の
世
界
創
世
神
話
で
あ
る
「
ア
ッ
ガ
ン
ニ
ャ
神
話
」
は
い
か
に

形
成
さ
れ
た
か
」。
岡
野
先
生
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

⑤　

二
○
二
○
年
八
月
一
日
に
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催
さ
れ
た
白
山
中
国
学

会
第
十
九
回
研
究
発
表
大
会
に
お
い
て
、
大
学
院
生
（
中
国
哲
学
専

攻
）
の
研
究
報
告
・
発
表
が
行
わ
れ
た
。
博
士
前
期
課
程
の
研
究
報
告

は
、【
Ｍ
１
】
佐
藤
瑛
「
張
飛
像
の
変
遷
」、
許
瑋
玲
「
程
小
青
の
文
学

活
動
」、【
Ｍ
２
】
鄭
丹
「
謝
霊
運
の
山
水
詩
を
育
ん
だ
舞
台
─
会
稽
の

始
寧
を
め
ぐ
っ
て
」、
李
華
偉
「『
四
書
改
錯
』
と
『
駁
四
書
改
錯
』
と

の
比
較
・
分
析
に
よ
る
研
究
」
の
四
発
表
、
博
士
後
期
課
程
の
研
究
報

告
は
【
Ｄ
２
】
劉
心
奕
「
羅
洪
先
思
想
に
お
け
る
「
万
物
一
体
論
」」、【
Ｄ

３
】
黒
田
祐
介
「
陽
明
学
に
お
け
る
「
赤
子
の
心
」
に
つ
い
て
─
王
陽

明
の
「
赤
子
」
観
─
」
の
二
発
表
で
あ
っ
た
。

⑦　

本
年
度
の
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
ア
シ
ス
タ
ン
ト
は
、
板
敷
真
純
、
黒
田
祐

介
、、
志
村
敦
弘
、
福
島
マ
シ
ュ
ー
、
星
宮
康
子
、
劉
心
奕
（
五
〇
音
順
）

の
各
氏
が
担
当
し
た
。

⑧　

本
年
度
の
卒
業
論
文
の
提
出
者
は
、
第
Ⅰ
部
東
洋
思
想
文
化
学
科
で

は
一
〇
八
名
、
第
Ⅱ
部
東
洋
思
想
文
化
学
科
で
は
三
〇
名
で
あ
っ
た
。
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大
学
院
の
修
士
論
文
提
出
者
イ
ン
ド
哲
学
仏
教
学
専
攻
二
名
で
あ
っ

た
。
本
年
度
の
優
秀
論
文
に
対
す
る
褒
賞
は
左
記
の
通
り
で
あ
る
。

【
校
友
会
奨
学
基
金
】

　

学　

部　

森
原
康
暉
（
Ⅰ
部
）、
奥
西 

極
（
Ⅱ
部
）

　

大
学
院
（
イ
ン
ド
哲
学
仏
教
学
専
攻
）
福
島
マ
シ
ュ
ー

【
勧
学
奨
学
基
金
】

　

学　

部　

横
山
さ
や
か
（
Ⅰ
部
）、
該
当
な
し
（
Ⅱ
部
）

・
田
村
芳
朗
奨
学
基
金

　

学　

部　

該
当
な
し
（
Ⅰ
部
）、
該
当
な
し
（
Ⅱ
部
）

　

大
学
院　
（
イ
ン
ド
哲
学
仏
教
学
専
攻
）
古
川 

峻
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二
〇
二
〇
年
度
業
績
（
二
〇
二
〇
年
一
月
～
十
二
月
）

伊
吹
　
敦

○
研
究
活
動

〈
論
文
〉

「『
師
資
血
脈
傳
』
の
成
立
と
變
化
、
竝
び
に
他
の
神
會
の
著
作
と
の
關
係

に
つ
い
て
」（『
東
洋
思
想
文
化
』
七
、二
〇
二
〇
年
三
月
、
一
一
六
～

八
八
頁
）

「
佛
敎
は
哲
學
な
り
や
宗
敎
な
り
や
（
中
國
篇
・
上
）
─
梁
啓
超
・
章
炳

麟
の
佛
敎
理
解
と
淨
土
敎
・
禪
宗
の
位
置
づ
け
」（『
東
洋
学
研
究
』

五
七
、二
〇
二
〇
年
三
月
、
二
三
四
～
二
〇
九
頁
）

「
七
世
紀
後
半
に
お
け
る
中
國
北
地
の
思
想
動
向
─
『
金
剛
三
昧
經
』
に

見
る
初
期
禪
宗
と
三
階
敎
の
接
合
と
そ
の
意
味
」（『
国
際
禅
研
究
』
五
、

二
〇
二
〇
年
八
月
、
三
一
一
～
三
六
一
頁
）

「
李
華
撰
『
故
左
溪
大
師
碑
』
に
見
る
知
識
人
の
佛
敎
認
識
」（
花
野
充

道
博
士
古
稀
記
念
論
文
集
『
仏
教
思
想
の
展
開
』
山
喜
房
佛
書
林
、

二
〇
二
〇
年
十
月
、
四
七
九
～
五
〇
三
頁
）

「
鈴
木
大
拙
は
ど
う
し
て
初
期
禅
宗
史
研
究
を
始
め
た
か
」（『
国
際
禅
研

究
』
六
、二
〇
二
〇
年
十
一
月
、
一
三
一
～
一
九
五
頁
）

「
荷
澤
神
會
の
著
作
『
壇
語
』
の
成
立
時
期
に
つ
い
て
」（『
印
度
学
仏
教

学
研
究
』
六
九-

一
、二
〇
二
〇
年
十
二
月
、
三
〇
四
～
二
九
七
頁
）

〈
翻
訳
〉

「『
仏
説
呪
魅
経
』
に
つ
い
て
」（
張
雲
江
著
、
単
訳
、『
東
ア
ジ
ア
仏
教
学

術
論
集
』
八
、二
〇
二
〇
年
二
月
、
九
七
～
一
一
三
頁
）

「『
歴
代
法
宝
記
』
に
見
る
プ
ラ
マ
ー
ナ
や
瑜
伽
行
派
の
専
門
用
語
の
修
辞

法
的
使
用
」（
ウ
ェ
ン
デ
ィ
・
ア
ダ
メ
ッ
ク
著
、
単
訳
、『
国
際
禅
研
究
』

五
、二
〇
二
〇
年
八
月
、
二
七
五
～
三
〇
九
頁
）

「
初
期
禅
宗
の
交
雑
─
北
宗
禅
と
牛
頭
禅
の
交
渉
を
中
心
に
」（
韓
伝
強
著
、

単
訳
、『
国
際
禅
研
究
』
六
、二
〇
二
〇
年
十
一
月
、
二
一
～
三
七
頁
）

〈
学
会
活
動
〉

所
属
学
会
な
ら
び
に
役
職

日
・
韓
・
中
国
際
仏
教
学
術
大
会
（
幹
事
・
編
集
委
員
）／
東
ア
ジ
ア

仏
教
研
究
会
（
役
員
）／
日
本
印
度
学
仏
教
学
会
（
会
員
）／
日
本
佛
教

学
会（
会
員
）／
仏
教
史
学
会（
会
員
）／
早
稲
田
大
学
東
洋
哲
学
会（
会

員
）

学
会
発
表
等

「
鈴
木
大
拙
は
ど
う
し
て
初
期
禅
宗
史
研
究
を
始
め
た
か
」（
二
〇
二
〇

年
二
月
十
六
日
、
国
際
禅
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
東
洋
大
学
東
洋
学

研
究
所
共
催
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
鈴
木
大
拙
の
思
想
と
そ
の
史
的
意

義
」、
東
洋
大
学
、
白
山
キ
ャ
ン
パ
ス
、
八
号
館
七
階
、
一
二
五
記

念
ホ
ー
ル
）

「
荷
澤
神
會
の
著
作
『
壇
語
』
の
成
立
時
期
に
つ
い
て
」（
二
〇
二
〇
年

七
月
四
日
、
日
本
印
度
学
仏
教
学
会
第
七
一
回
学
術
大
会
、
創
価
大

学
、
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
）



─ 72 ─

「『
師
資
血
脈
傳
』
に
見
る
『
傳
法
寶
紀
』
の
影
響
と
神
會
の
獨
自
性
」

（
二
〇
二
〇
年
十
一
月
七
日
、
国
際
禅
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
主
催

二
〇
二
〇
年
度
第
一
回
研
究
会
「
初
期
禅
宗
史
研
討
会
Ⅱ
」、
東
洋

大
学
、
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
）

「『
六
祖
壇
經
』
の
成
立
に
関
す
る
新
見
解
─
敦
煌
本
『
壇
經
』
に
見
る

三
階
教
の
影
響
と
そ
の
意
味
」（
二
〇
二
〇
年
十
二
月
十
二
日
、
国

際
禅
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
主
催
二
〇
二
〇
年
度
第
二
回
研
究
会
（
陳

金
華
先
生
講
演
会
併
催
）、
東
洋
大
学
、
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
）

〈
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
の
参
加
〉

科
学
研
究
費
助
成
金
「
海
外
の
研
究
者
と
の
連
携
に
よ
る
中
国
・
日
本
に

お
け
る
禅
思
想
の
形
成
と
受
容
に
関
す
る
研
究
」（
基
盤
研
究
（
Ａ
）

17H
00904

）
硏
究
代
表
者
）

井
上
円
了
記
念
研
究
助
成
「
中
国
人
民
大
学
（
中
国
）・
金
剛
大
学
校
（
韓

国
）
と
結
ん
だ
交
流
協
定
に
基
づ
く
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
東
ア
ジ
ア

仏
教
に
お
け
る
生
活
規
範
─
戒
律
・
大
乗
戒
・
清
規
・
非
僧
非
俗
」
の

共
同
開
催
」（
海
外
の
協
定
校
と
の
共
同
研
究
、
研
究
代
表
者
）

○
教
育
活
動

〈
学
内
担
当
科
目
〉

学　

部
：
東
洋
思
想
文
化
演
習
・
卒
論
指
導
⑥
（
Ⅰ
部
、
通
年
）

中
国
仏
教
史
Ａ
（
Ⅰ
・
Ⅱ
部
、
春
学
期
）

中
国
仏
教
史
Ｂ
（
Ⅰ
・
Ⅱ
部
、
秋
学
期
）

仏
教
漢
文
Ａ
（
Ⅰ
・
Ⅱ
部
乗
り
入
れ
、
春
学
期
）

仏
教
漢
文
Ｂ
（
Ⅰ
・
Ⅱ
部
乗
り
入
れ
、
秋
学
期
）

レ
ポ
ー
ト
・
論
文
制
作
の
技
法
（
Ⅰ
部
、
春
学
期
）

東
洋
思
想
特
講
Ⅱ
Ａ
（
Ⅰ
部
、
春
学
期
）

東
洋
の
身
体
論
（
Ⅰ
・
Ⅱ
部
乗
り
入
れ
、
秋
学
期
）
授
業
総
括

近
代
化
と
東
洋
（
Ⅰ
・
Ⅱ
部
乗
り
入
れ
、
秋
学
期
）
授
業
総
括
・

四
回
担
当

「
は
じ
め
に
」（
九
月
二
三
日
）

　
「
近
代
に
お
け
る
禅
の
再
発
見
─
胡
適
・
鈴
木
大
拙
・
和
辻

哲
郎
」（
九
月
三
十
日
）

　
「
近
代
化
と
中
国
仏
教
」（
十
月
二
八
日
）

　
「
ま
と
め
」（
一
月
十
三
日
）

総
合
Ⅷ
Ｂ
１
（
校
友
会
寄
附
講
座
、
Ⅰ
・
Ⅱ
部
乗
り
入
れ
、
秋

学
期
）
一
回
担
当

　
「
哲
学
館
の
後
継
者
た
ち
の
活
躍
─
境
野
黄
洋
、
高
嶋
米
峰

な
ど
」（
十
月
二
四
日
）

大
学
院
：
中
国
仏
教
研
究
Ⅰ
・
仏
教
学
研
究
指
導
Ⅳ
（
前
期
課
程
）

仏
教
学
特
殊
研
究
Ⅲ
・
仏
教
学
研
究
指
導
Ⅳ
（
後
期
課
程
）

○
大
学
管
理
運
営
活
動

文
学
研
究
科
イ
ン
ド
哲
学
仏
教
学
専
攻
長
、
文
学
部
内
自
己
点
検
・
評
価

委
員
会
委
員
・
文
学
部
内
外
国
語
委
員
会
委
員
・
東
洋
大
学
東
洋
学
研
究

所
研
究
員

○
社
会
的
活
動

（
公
益
財
団
法
人
）
中
村
元
東
方
研
究
所
兼
任
研
究
員
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岩
井
　
昌
悟

○
研
究
活
動

〈
そ
の
他
〉

「
三
国
因
縁
釈
迦
一
代
伝
記
に
つ
い
て
（
前
編
）」『CA

N
D

A
N

A

』
第

二
八
二
号
、
中
央
学
術
研
究
所
二
〇
二
〇
年
七
月
、
二
～
五
頁

学
会
参
加

国
際
井
上
円
了
学
会
第
九
回
学
術
大
会
（
東
洋
大
学
・
オ
ン
ラ
イ
ン
）、

二
〇
二
〇
年
九
月
五
日

日
本
仏
教
心
理
学
会
第
一
二
回
学
術
大
会
（
東
洋
大
学
・
オ
ン
ラ
イ
ン
）

二
〇
二
〇
年
九
月
二
十
六
日

所
属
学
会
な
ら
び
に
役
職

日
本
印
度
学
仏
教
学
会
（
会
員
）／
日
本
宗
教
学
会
（
会
員
）／
日
本
佛

教
学
会
（
理
事
）／
仏
教
思
想
学
会
（
会
員
）／
パ
ー
リ
学
仏
教
文
化

学
会
（
理
事
）、
日
本
チ
ベ
ッ
ト
学
会
（
会
員
）／
国
際
井
上
円
了
学

会
（
理
事
）

〈
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
の
参
加
〉

東
洋
大
学
国
際
哲
学
研
究
セ
ン
タ
ー
（
セ
ン
タ
ー
長
・
河
本
英
夫
［
東
洋

大
学
］）
研
究
員

○
教
育
活
動

〈
学
内
担
当
科
目
〉

学　

部
：
東
洋
思
想
文
化
演
習
⑤
（
Ⅰ
部
）

東
洋
思
想
文
化
演
習
②
（
Ⅱ
部
）

イ
ン
ド
仏
教
史
Ａ
・
Ｂ
（
Ⅰ
・
Ⅱ
部
）

パ
ー
リ
語
Ａ
・
Ｂ
（
Ⅰ
部
）

東
洋
芸
術
文
化
特
講
Ⅱ
Ａ
（
春
学
期
・
Ⅱ
部
）

仏
教
思
想
特
講
Ⅲ
Ａ
（
秋
学
期
・
Ⅰ
部
）

レ
ポ
ー
ト
・
論
文
制
作
の
技
法
（
Ⅱ
部
）

総
合
Ⅷ
Ａ
１
（
校
友
会
寄
附
講
座
、
Ⅰ
・
Ⅱ
部
乗
り
入
れ
、
春

学
期
）
二
回
担
当

「
日
本
を
ど
う
考
え
る
の
か
─
井
上
円
了
の
忠
と
孝
」（
五
月

十
六
日
、
五
時
限
）

東
洋
の
身
体
論
（
Ⅰ
・
Ⅱ
部
乗
り
入
れ
）
一
回
担
当

「
仏
教
の
身
体
論
」（
五
月
二
十
日
、
七
時
限
）

東
洋
大
学
・
井
上
円
了
研
究
一
回
担
当

「
井
上
円
了
の
釈
迦
」（
五
月
九
日
、
四
時
限
）

大
学
院
：
初
期
仏
教
研
究
Ⅰ
・
仏
教
学
研
究
指
導
Ⅲ
（
前
期
課
程
）

仏
教
学
特
殊
研
究
Ⅳ
・
仏
教
学
研
究
指
導
Ⅲ
（
後
期
課
程
）

○
大
学
管
理
運
営
活
動

井
上
円
了
研
究
セ
ン
タ
ー
運
営
委
員
会
委
員
／
東
洋
大
学
東
洋
学
研
究
所

研
究
員
・
運
営
委
員

川
田
　
健

○
研
究
活
動

〈
学
会
活
動
〉

所
属
学
会
な
ら
び
に
役
職

日
本
中
国
学
会
（
会
員
）・
日
本
マ
ン
ガ
学
会
（
会
員
）・
中
国
古
典
学
会
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（
幹
事
）・
日
本
詩
経
学
会
（
会
員
）・
日
本
漢
詩
文
学
会
（
会
員
）

○
教
育
活
動

〈
学
内
担
当
科
目
〉

学　

部
：
レ
ポ
ー
ト
・
論
文
制
作
の
技
法
（
Ⅰ
部
）

中
国
文
学
講
読
Ａ
・
Ｂ
〈
Ⅱ
部
〉

東
洋
思
想
文
化
演
習
Ａ
・
Ｂ
〈
Ⅰ
部
〉

漢
文
訓
読
法
（
Ⅰ
部
）

中
国
語
学
演
習
Ａ
・
Ｂ

坂
井
　
多
穂
子
（
国
内
特
別
研
究
中
）

○
研
究
活
動

〈
論
文
〉

・「〝
乾
淳
〟
与
〝
元
佑
〟
─
─
南
宋

人
如
何
看
待
蘇
軾
？
」、
黄
偉
豪
訳
、

『
華
南
師
範
大
学
学
報
（
社
会
科
学
版
）』、
二
〇
二
〇
年
一
月
、
六
一

～
七
三
頁

・「
楊
万
里
対
蘇
軾
的
学
習
─
─
以
次
韻
和
檃
括
為
中
心
─
─
」、
孫
文
秀

訳
、『
新
宋
学
』
第
九
輯
、
復
旦
大
学
中
文
系
、
二
〇
二
〇
年
一
〇
月
、

一
一
三
～
一
三
四
頁

・「
林
逋
と
鶴
─
─
『
梅
妻
鶴
子
』
弁
」、『
飇
風
』
第
五
九
・
六
〇
合
併
号
、

飇
風
の
会
、
二
〇
二
〇
年
一
一
月
、
一
～
二
三
頁

〈
そ
の
他
〉

・「
中
国
の
治
水
─
─
神
話
の
時
代
か
ら
─
─
」、『
エ
コ
・
フ
ィ
ロ
ソ
フ
ィ

研
究
』、
第
一
四
号
、
二
〇
二
〇
年
三
月
、
八
一
～
九
二
頁

・「
コ
ロ
ナ
以
前
の
『
戴
復
古
五
律
読
書
会
』」、『
日
本
中
国
学
会
便
り
』、

二
〇
二
〇
年
第
二
号
、
二
〇
二
〇
年
一
二
月
、
四
～
五
頁

〈
研
究
発
表
〉

・「
林
逋
と
鶴
─
─
『
梅
妻
鶴
子
』
弁
」、
江
湖
派
研
究
会
（
オ
ン
ラ
イ
ン

開
催
）、
二
〇
二
〇
年
一
一
月
二
八
日

〈
学
会
活
動
〉

所
属
学
会
な
ら
び
に
役
職

日
本
中
国
学
会
（
大
会
委
員
会
委
員
）／
日
本
宋
代
文
学
学
会
（
理
事
・

編
集
委
員
会
委
員
）／
白
山
中
国
学
会
（
理
事
・
会
計
委
員
）／
中
唐

文
学
会（
会
員
）／
中
国
文
史
研
究
会（
会
員
）／
日
本
杜
甫
学
会（
会
員
）

学
会
参
加
等

日
本
中
国
学
会
第
七
十
二
回
大
会
、
慶
應
義
塾
大
学
（
オ
ン
ラ
イ
ン
開

催
）、
二
〇
二
〇
年
一
〇
月
一
〇
～
一
一
日
（
大
会
委
員
会
／
大
井
さ

き
氏
研
究
発
表
の
司
会
）

○
教
育
活
動

〈
学
内
担
当
科
目
〉
国
内
特
別
研
究
中
に
つ
き
免
除
。

○
大
学
管
理
運
営
活
動

国
内
特
別
研
究
中
に
つ
き
免
除
。

小
路
口
　
聡

○
研
究
活
動

〈
論
文
〉

・「
過
ち
に
気
づ
く
と
い
う
こ
と
─
─
王
畿
の
改
過
論
」、『
陽
明
学
』
第
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三
十
号
、
二
〇
二
〇
年
三
月
、
二
九
～
七
七
頁

〈
訳
注
〉

・「
鄒
守
益
「
会
語
」
資
料
（
惜
陰
・
青
原
・
龍
華
の
会
関
連
）
訳
注
─

─
陽
明
門
下
の
会
語
記
録
を
読
む　

其
の
四
─
─
」、『
白
山
中
国
学
』

通
巻
二
六
号
、
二
〇
二
〇
年
三
月
、
一
～
二
一
頁
、
＊
吉
田
公
平
・
早

坂
俊
廣
・
鶴
成
久
章
・
伊
香
賀
隆
・
播
本
崇
史
と
共
著

・「
鄒
守
益
「
会
語
」
資
料
（
復
古
書
院
関
連
）
訳
注
─
─
陽
明
門
下
の

会
語
記
録
を
読
む　

其
の
五
─
─
」、『
白
山
中
国
学
』
通
巻
二
六
号
、

二
〇
二
〇
年
三
月
、
二
三
～
七
二
頁
、
＊
吉
田
公
平
・
早
坂
俊
廣
・
鶴

成
久
章
・
伊
香
賀
隆
・
播
本
崇
史
と
共
著

〈
翻
訳
〉

・
呉
震
「
良
知
倫
理
学
と
し
て
の
知
行
合
一
論
─
─
「
一
念
動
処
便
是

知
亦
便
是
行
」
を
中
心
に
─
─
」、『
白
山
中
国
学
』
通
巻
二
六
号
、

二
〇
二
〇
年
三
月
、
二
一
～
四
七
頁
、
＊
劉
心
奕
と
共
訳

〈
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
〉

・
科
学
研
究
費
助
成
金
「
陽
明
門
下
の
講
学
活
動
と
「
会
語
」
資
料
に
関

す
る
総
合
的
研
究
」（
研
究
種
目
：
基
盤
研
究
（
Ｂ
）、
課
題
番
号
：

17H
02271

）、
＊
硏
究
代
表
者

・
科
学
研
究
費
助
成
金
「
哲
学
資
源
と
し
て
の
漢
文
教
材
お
よ
び
学
び
方

の
開
発
に
関
す
る
基
礎
的
研
究
」（
研
究
種
目
：
基
盤
研
究
（
Ｃ
）、
課

題
番
号
：20K

02730

）、
＊
分
担
研
究
者

〈
学
会
活
動
〉

日
本
中
國
學
會
（
会
員
・
評
議
員
）、
白
山
中
国
学
会
（
理
事
・『
白
山
中

国
学
』
編
集
委
員
）、
中
国
文
史
哲
研
究
会
（
会
員
）、
東
洋
古
典
學
研

究
会
（
会
員
）

○
教
育
活
動

〈
学
内
担
当
科
目
〉

学　

部
：
レ
ポ
ー
ト
・
論
文
制
作
の
技
法
（
春
学
期
）

東
洋
思
想
文
化
演
習
Ⅰ
⑩
Ａ
Ｂ
／
中
国
哲
学
演
習
Ⅰ
①（
Ⅰ
部
）

東
洋
思
想
文
化
演
習
Ⅱ
④
Ａ
Ｂ
（
Ⅱ
部
）

中
国
哲
学
史
Ａ
Ｂ
（
Ⅰ
部
）

中
国
哲
学
特
講
Ａ
Ｂ
／
中
国
哲
学
特
講
Ⅰ
Ａ
Ｂ
（
Ⅰ
部
・
Ⅱ
部
）

卒
業
論
文
（
Ⅱ
部
・
秋
学
期
）

卒
論
指
導
Ａ
Ｂ
（
中
国
語
・
中
国
哲
学
文
学
コ
ー
ス
代
表
、
Ⅰ

部
・
Ⅱ
部
）

大
学
院
：
中
国
哲
学
特
論
Ⅲ
（
博
士
前
期
課
程
）

中
国
哲
学
演
習
Ⅱ
（
博
士
前
期
課
程
）

国
哲
学
研
究
指
導
Ⅲ
（
博
士
前
期
課
程
）

中
国
哲
学
特
殊
研
究
Ⅲ
（
博
士
後
期
課
程
）

中
国
哲
学
研
究
指
導
Ⅲ
（
博
士
後
期
課
程
）

○
大
学
管
理
運
営
活
動

二
部
東
洋
思
想
文
化
学
科
学
科
長
、
文
学
部
グ
ロ
ー
バ
ル
化
推
進
委
員
、

東
洋
大
学
東
洋
学
研
究
所
運
営
委
員
・
同
編
集
委
員
、
東
洋
大
学
国
際

哲
学
研
究
セ
ン
タ
ー
研
究
員
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白
井
　
順

〇
研
究
活
動

〈
論
文
〉

「
門
人
と
交
友
関
係
か
ら
見
た
蟹
養
斎
」、『
東
洋
思
想
文
化
』
第
七
号
、

一
～
二
三
頁
、
二
〇
二
〇
年
三
月

〈
翻
訳
〉

尹
波
・
郭
斉　

著
／
白
井
順　

訳
「
真
の
朱
熹
を
理
解
す
る
た
め
の
窓
─

─
新
発
見
書
簡
四
通
の
考
察
─
─
」、『
日
本
儒
教
学
会
報
』
第
四
号
、

二
〇
二
〇
年
一
月

〈
講
演
〉

「
明
治
期
桑
名
の
闇
斎
学
派
─
秋
山
罷
斎
と
そ
の
周
辺
─
」、
白
山
中
国
学

会
、
二
〇
二
〇
年
三
月
二
一
日
、
東
洋
大
学
白
山
校
舎
六
四
〇
九
教
室

（
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
た
め
中
止
）

〈
学
会
活
動
〉
所
属
学
会

日
本
中
国
学
会（
会
員
）／
日
本
道
教
学
会（
会
員
）／
東
方
学
会（
会
員
）

／
朝
鮮
学
会（
会
員
）／
韓
国
思
想
史
学
会（
委
員
）／
白
山
中
国
学
会

（
理
事
）／
日
本
儒
教
学
会（
会
員
）／
日
本
思
想
史
学
会（
会
員
）／
大

阪
市
立
大
学
中
国
学
会（
会
員
）／
九
州
大
学
中
国
哲
学
研
究
会（
会

員
）／
九
州
中
国
学
会（
会
員
）／
阪
神
中
哲
談
話
会（
会
員
）／
近
現
代

東
北
ア
ジ
ア
地
域
史
研
究
会（
会
員
）

〇
教
育
活
動

〈
学
内
担
当
科
目
〉

学　

部
：
中
国
文
献
学
Ａ
Ｂ
（
Ⅰ
部
・
Ⅱ
部
）

中
国
語
Ⅰ
Ｂ　

Ａ
Ｂ
（
Ⅱ
部
）

中
国
学
概
論
（
Ⅰ
部
・
Ⅱ
部
、
春
学
期
）

東
洋
思
想
（
Ⅰ
部
・
Ⅱ
部
、
秋
学
期
）

近
代
化
と
東
洋
（
Ⅰ
・
Ⅱ
部
乗
り
入
れ
、
秋
学
期
）
一
回
担
当

「
東
洋
学
と
近
代
」（
十
月
九
日
、
七
時
限
）

大
学
院
：
中
国
哲
学
演
習
Ⅰ
Ａ
Ｂ
（
博
士
前
期
課
程
）

中
国
哲
学
研
究
指
導
Ⅰ
Ⅴ
Ａ
Ｂ
（
博
士
前
期
課
程
）

中
国
哲
学
特
殊
研
究
Ⅴ
Ａ
Ｂ
（
博
士
後
期
課
程
）

中
国
哲
学
研
究
指
導
Ⅴ
Ａ
Ｂ
（
博
士
後
期
課
程
）

〇
大
学
管
理
運
営
活
動

学
生
ス
ポ
ー
ツ
協
議
委
員
／
文
学
部
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
検
討
委
員
会
委
員
／

大
学
院
図
書
館
運
営
委
員
会
委
員
／
大
学
院
文
学
研
究
科
内
Ｆ
Ｄ
委
員

沼
田
　
一
郎

○
研
究
活
動

〈
論
文
〉

・『
東
洋
思
想
文
化
』『
東
洋
思
想
文
化
』
東
洋
大
学
文
学
部
紀
要
第
七
三

集（
東
洋
思
想
文
化
学
科
篇
Ⅶ
）、
二
〇
二
〇
年
二
月
、
八
三
～
九
六
頁
。

〈
学
会
活
動
〉

所
属
学
会
な
ら
び
に
役
職

日
本
南
ア
ジ
ア
学
会（
会
員
）／
日
本
印
度
学
仏
教
学
会（
評
議
員
・
会
員
）

／
日
本
佛
教
学
会
（
会
員
）／
ア
ジ
ア
法
学
会
（
会
員
）／
国
際
井
上

円
了
学
会
（
会
員
）
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○
教
育
活
動

〈
学
内
担
当
科
目
〉

学　

部
：
東
洋
思
想
文
化
演
習
（
Ⅰ
部
）

サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
Ⅰ
Ａ
Ｂ

イ
ン
ド
思
想
特
講
Ⅰ
Ａ
（
Ⅰ
部
・
Ⅱ
部
）

イ
ン
ド
思
想
史
Ａ
Ｂ
（
Ⅰ
部
）

東
洋
思
想
文
化
演
習
（
Ⅱ
部
）

レ
ポ
ー
ト
論
文
制
作
の
技
法
（
Ⅱ
部
）

大
学
院
：
イ
ン
ド
哲
学
概
論
特
殊
研
究
Ⅲ
Ａ
Ｂ

イ
ン
ド
哲
学
研
究
Ⅰ
Ａ
Ｂ

〇
大
学
管
理
運
営
活
動

文
学
部
東
洋
思
想
文
化
学
科
第
Ⅰ
部
学
科
長

野
間
　
信
幸

○
研
究
活
動

〈
論
文
〉

「《
福
爾
摩
沙
》
創
刊
前
的
張
文
環
」（
原
載
『
台
湾
現
当
代
作
家
研
究

資
料
彙
編
６
・
張
文
環
』
一
三
九
～
一
五
一
頁
）
国
立
台
湾
文
学
館

「
二
〇
二
〇
台
湾
現
当
代
作
家
研
究
資
料
数
位
」
転
載

「
張
文
環
與
兩
座
太
平
山
」（
原
載
『
台
湾
現
当
代
作
家
研
究
資
料
彙
編
６
・

張
文
環
』
三
〇
一
～
三
二
〇
頁
）
国
立
台
湾
文
学
館
「
二
〇
二
〇
台
湾

現
当
代
作
家
研
究
資
料
数
位
」
転
載

〈
そ
の
他
〉

「
阿
部
兼
也
先
生
を
悼
む
」『
白
山
中
国
学
』
第
二
六
号
、
二
〇
二
〇
年
三

月
二
〇
日
、
八
七
～
八
九
頁

〈
学
会
活
動
〉

所
属
学
会
な
ら
び
に
役
職

日
本
中
国
学
会
（
会
員
）／
日
本
台
湾
学
会
（
学
会
賞
選
考
委
員
）／
天
理

台
湾
学
会
（
理
事
）／
日
本
現
代
中
国
学
会
（
会
員
）／
白
山
中
国
学
会

（
会
長
）／
中
国
文
芸
研
究
会
（
会
員
）

○
教
育
活
動

〈
学
内
担
当
科
目
〉

学　

部
：
レ
ポ
ー
ト
・
論
文
制
作
の
技
法
③
《
春
》（
Ⅰ
部
）

中
国
文
学
史
Ａ
・
Ｂ
（
Ⅰ
部
）

東
洋
思
想
文
化
演
習
Ⅰ
Ａ
・
Ｂ
（
Ⅰ
部
）

東
洋
思
想
文
化
演
習
Ⅱ
Ａ
・
Ｂ
（
Ⅰ
部
）

中
国
文
学
特
講
Ⅰ
Ａ
・
Ｂ
（
Ⅰ
・
Ⅱ
部
乗
り
入
れ
）

中
国
文
学
特
講
Ⅱ
Ａ
・
Ｂ
（
Ⅰ
部
）

中
国
文
学
史
Ａ
・
Ｂ
（
Ⅱ
部
）

総
合
Ⅷ
Ｂ
（
校
友
会
寄
附
講
座
、
オ
ム
ニ
バ
ス
授
業
、
秋
学
期

の
一
回
担
当
）

「
円
了
の
台
湾
巡
講
─
南
船
北
馬
２
（
台
湾
巡
講
）」
十
月
十
五

日

大
学
院
：
中�
国
文
学
特
論
Ⅰ
Ａ
・
Ｂ
・
中
国
哲
学
研
究
指
導
Ⅱ
Ａ
・
Ｂ
・

中
国
語
学
研
究
Ⅰ
Ａ
・
Ｂ
（
前
期
課
程
）
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中
国
哲
学
特
殊
研
究
Ⅰ
Ａ
・
Ｂ
・
中
国
哲
学
研
究
指
導
Ⅰ
Ａ
・

Ｂ
（
後
期
課
程
）

○
大
学
管
理
運
営
活
動

大
学
院
文
学
研
究
科
中
国
哲
学
専
攻
長
／
東
洋
大
学
ア
ジ
ア
文
化
研
究
所

所
長

○
社
会
的
活
動

ア
ジ
ア
セ
ン
タ
ー
21
（
維
持
会
員
）

橋
本
　
泰
元

○
研
究
活
動

〈
論
文
〉

「
グ
ル
ー
＝
ナ
ー
ナ
ク
の
実
践
論
─
修
行
階
梯
説
に
つ
い
て
─
」（
単
著
、

『
東
洋
学
研
究
』
第
五
七
号
、
七
五
～
八
一
頁
、
二
〇
二
〇
年
三
月

三
一
日
）

〈
学
会
活
動
〉

〈
所
属
学
会
な
ら
び
に
役
職
〉

日
本
印
度
学
佛
教
学
会
（
理
事
）／
日
本
宗
教
学
会
（
会
員
）／
日
本
南

ア
ジ
ア
学
会
（
会
員
）／
日
本
佛
教
学
会
（
会
員
）

〈
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
の
参
加
〉

科
学
研
究
費
助
成
金
「
イ
ン
ド
・
ヴ
リ
ン
ダ
ー
ヴ
ァ
ン
の
チ
ャ
イ
タ
ニ

ヤ
派
に
お
け
る
理
論
と
実
践
の
相
互
補
完
的
研
究
」（
二
〇
二
〇
年
度　

基
盤
研
究
（
Ｃ
）　

課
題
番
号20K

00061　

研
究
代
表
者
）

「
多
言
語
重
層
構
造
を
な
す
イ
ン
ド
文
学
史
の
先
端
的
分
析
法
と
新
記
述
」

〈
二
〇
一
三
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金　

基
盤
研
究（
Ａ
）研
究
代
表
者
：

水
野
善
文[

東
京
外
国
語
大
学]

連
携
研
究
者
〉

○
教
育
活
動

〈
学
内
担
当
科
目
〉

学　

部
：
レ
ポ
ー
ト
・
論
文
制
作
の
技
法
②
（
Ⅰ
部
）

イ
ン
ド
思
想
史
Ａ
・
Ｂ
（
Ⅱ
部
）

ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
概
論
Ａ
・
Ｂ
（
Ⅰ
・
Ⅱ
部
）

ヒ
ン
デ
ィ
ー
語
Ａ
・
Ｂ
（
Ⅰ
・
Ⅱ
部
）

東
洋
思
想
文
化
演
習
Ⅰ
Ａ
・
Ｂ
（
Ⅰ
部
）

東
洋
思
想
文
化
演
習
Ⅱ
Ａ
・
Ｂ
（
Ⅰ
部
）

卒
論
指
導
Ａ
・
Ｂ
（
Ⅰ
部
）

仏
教
の
芸
能
（
秋
学
期
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
）（
Ⅱ
部
）

文
学
部
伝
統
文
化
講
座
（T

D
B

）「
聲
明
公
演
」（
コ
ロ
ナ
禍

の
た
め
不
開
催
）

大
学
院
：
イ�

ン
ド
哲
学
研
究
Ⅱ
・
イ
ン
ド
哲
学
研
究
指
導
Ⅲ
（
前
期
課
程
） 

イ
ン
ド
哲
学
特
殊
研
究
Ⅱ
・
イ
ン
ド
哲
学
研
究
指
導
Ⅱ
（
後

期
課
程
）

〈
学
外
担
当
科
目
〉

大
正
大
学
学
部
：
ヒ
ン
デ
ィ
ー
語
Ⅰ
・
Ⅱ
・
Ⅲ
・
Ⅳ
（
総
合
）

東
京
大
学
文
学
部
・
大
学
院
人
文
社
会
系
研
究
科
：
外
国
語
（
ヒ
ン
デ
ィ
ー

語
）

〈
海
外
文
化
研
修
予
備
調
査
〉

二
月
二
一
日
～
二
五
日
ま
で
、
沼
田
一
郎
教
授
と
と
も
に
研
修
予
定
先
の
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バ
ナ
ー
ラ
ス
・
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
大
学
ア
ー
ユ
ル
ヴ
ェ
ー
ダ
学
部
学
部
長
お

よ
び
同
学
部
健
康
・
ヨ
ー
ガ
学
科
学
科
長
以
下
教
員
お
よ
び
文
学
部
宗

教
・
哲
学
科
全
教
員
な
ら
び
に
同
学
部
外
国
語
学
科
日
本
語
専
攻
長
ら

と
学
生
交
流
の
た
め
の
企
画
を
協
議
し
た
。

○
大
学
管
理
運
営
活
動

東
洋
大
学
東
洋
学
研
究
所
研
究
員
・
運
営
委
員
／
井
上
円
了
記
念
研
究
助

成
審
査
専
門
委
員
／
文
学
部
内
入
試
委
員
会
委
員
／
文
学
部
内
キ
ャ
リ

ア
・
就
職
推
進
委
員
会
委
員

○
社
会
的
活
動

団
体
役
員
等

（
特
財
）
大
法
輪
石
原
育
英
会
評
議
員

山
口
　
し
の
ぶ

〇
研
究
活
動

〈
論
文
〉

「
バ
リ
・
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
の
バ
ユ
・
オ
ト
ン
儀
礼
に
つ
い
て
」『
東
洋
思
想

文
化
』
第
七
号
、
六
一
～
八
六
頁
、
二
〇
二
○
年
三
月
）

〈
所
属
学
会
な
ら
び
に
役
職
〉

日
本
印
度
学
仏
教
学
会
（
会
員
）／
日
本
宗
教
学
会
（
会
員
）／
日
本
南

ア
ジ
ア
学
会
（
和
文
雑
誌
編
集
委
員
（
二
○
二
○
年
九
月
ま
で
）・
会

員
／
日
本
佛
教
学
会
（
会
員
）／
日
本
西
蔵
学
会
（
会
員
）／
密
教
図

像
学
会
（
会
員
）／
東
海
印
度
学
仏
教
学
会
（
会
員
）／
東
南
ア
ジ
ア

学
会
（
会
員
）

〈
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
の
参
加
〉

科
学
研
究
費
補
助
金
（
基
盤
研
究
Ｃ
）「
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
バ
リ
・
ヒ
ン

ド
ゥ
ー
儀
礼
に
お
け
る
イ
ン
ド
宗
教
の
受
容
と
変
容
に
関
す
る
研
究
」

（
課
題
番
号19K

00064, 

研
究
代
表
者
）

○
教
育
活
動

〈
学
内
担
当
科
目
〉

学　

部
：
東
洋
思
想
文
化
演
習
Ⅰ
⑦
Ａ
・
Ｂ
（
Ⅰ
部
）

東
洋
思
想
文
化
演
習
Ⅰ
③
Ａ
・
Ｂ
（
Ⅱ
部
）

東
洋
思
想
文
化
演
習
Ⅱ
⑦
Ａ
・
Ｂ
（
Ⅰ
部
）

東
洋
思
想
文
化
演
習
Ⅱ
③
Ａ
・
Ｂ
（
Ⅱ
部
）

卒
論
指
導
Ａ
・
Ｂ
⑦
（
Ⅰ
部
）

卒
論
指
導
Ａ
・
Ｂ
③
（
Ⅱ
部
）

イ
ン
ド
・
仏
教
の
美
術
Ａ
・
Ｂ
（
Ⅰ
部
）

イ
ン
ド
・
仏
教
の
美
術
Ａ
・
Ｂ
（
Ⅱ
部
）

チ
ベ
ッ
ト
仏
教
の
あ
ゆ
み
（
Ⅰ
部　

春
学
期
）

チ
ベ
ッ
ト
仏
教
の
あ
ゆ
み
（
Ⅱ
部　

春
学
期
）

東
洋
芸
術
文
化
特
講
Ⅳ
Ｂ
（
Ⅰ
部　

秋
学
期
）

近
代
化
と
東
洋
（
Ⅰ
・
Ⅱ
部
乗
り
入
れ
、
秋
学
期
）
一
回
担
当

「
近
代
化
と
チ
ベ
ッ
ト
」（
十
月
十
四
日
、
七
時
限
）

総
合
Ⅷ
Ｂ
１
（
校
友
会
寄
附
講
座
）
一
回
担
当

「
日
本
の
近
代
化
と
東
洋
大
学
─
井
上
円
了
の
哲
学
と
実
践
─
」

（
Ⅰ
・
Ⅱ
部
乗
り
入
れ
「
哲
学
館
か
ら
チ
ベ
ッ
ト
へ
─
明
治

の
取
経
僧
・
河
口
慧
海
と
能
海
寛
」
十
一
月
二
一
日
、
五
時
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限
）
一
回
担
当

大
学
院
：
イ�

ン
ド
仏
教
研
究
Ⅳ
Ａ
・
Ｂ
、
仏
教
学
研
究
指
導
Ⅱ
Ａ
・
Ｂ
（
前

期
課
程
）

仏
教
学
特
殊
研
究
Ⅱ
Ａ
・
Ｂ
、
仏
教
学
研
究
指
導
Ⅱ
Ａ
・
Ｂ
（
後

期
課
程
）

○
大
学
管
理
運
営
活
動

東
洋
大
学
文
学
部
予
算
委
員
会
委
員
／
井
上
円
了
研
究
セ
ン
タ
ー
運
営
委

員
会
委
員
／
東
洋
大
学
東
洋
学
研
究
所
研
究
員
・
運
営
委
員
／
東
洋
大

学
ア
ジ
ア
文
化
研
究
所
研
究
員

渡
辺
　
章
悟

○
研
究
活
動

〈
論
文
〉

“A
 Q

uestion Concerning the T
itle of the Prajñāpāram

itā-
h
ṛdaya[-sūtra]: Is the Prajñāpāram

itā-h
ṛdaya[-sūtra] 

a Sūtra that A
dvocates E

m
ptiness or a D

hāra ṇī 

（M
antra

）?

〟 Investigating Principles: International A
spects 

of B
uddhist C

ulture, Prof. Charles W
illem

en Felicitation 
V

olum
e, the Buddha-D

harm
a Centre of H

ong K
ong, 2019, 

pp.383-396.

「
般
若
経
の
縁
起
説
と
そ
の
展
開
─
龍
樹
『
中
論
偈
』
の
八
不
偈
を
め
ぐ
っ

て
」『
東
洋
思
想
文
化
』
第
七
号
、
東
洋
大
学
文
学
部
、
二
〇
二
〇
年

三
月
、
一
～
三
〇
頁
（
左
）

「
千
手
経
と
は　

曹
洞
宗
で
唱
え
ら
れ
る
ダ
ラ
ニ
経
典　

第
二
回
」『
仏
教

企
画
通
信
』
五
八
号
、
二
〇
二
〇
年
一
月
一
日
、
三
～
四
頁
。

「
大
悲
心
陀
羅
尼
が
説
か
れ
る
背
景
か
ら　

曹
洞
宗
で
唱
え
ら
れ
る
ダ
ラ

ニ
経
典　

第
三
回
」『
仏
教
企
画
通
信
』
六
〇
号
、
二
〇
二
〇
年
六
月

一
日
、
三
～
四
頁
。

「
大
悲
心
陀
羅
尼
の
真
言　

曹
洞
宗
で
唱
え
ら
れ
る
ダ
ラ
ニ
経
典　

第
四

回
」『
仏
教
企
画
通
信
』
六
一
号
、
二
〇
二
〇
年
九
月
一
日
、
三
～
四
頁
。

「
第
二
の
転
法
輪
」『
駒
沢
大
学
仏
教
学
部
論
集
』
五
一
号
、
駒
沢
大
学
仏

教
学
会
、
二
〇
二
〇
年
一
一
月
、
一
〜
十
三
頁
。

〈
そ
の
他
〉

第
三
〇
回
中
村
元
東
方
学
術
賞
受
賞
、
中
村
元
東
方
研
究
所
・
イ
ン
ド
大

使
館
共
催
、
二
〇
二
〇
年
九
月
一
日

〈
学
会
活
動
〉

・
所
属
学
会
な
ら
び
に
役
職

日
本
印
度
学
仏
教
学
会
（
理
事
・
評
議
員
・
企
画
編
集
委
員
）／
仏
教

思
想
学
会
（
理
事
・
評
議
員
）／
日
本
西
蔵
学
会
（
委
員
）／（
般
財
）

東
方
学
会
（
地
区
委
員
・
会
員
）／
日
本
宗
教
学
会
（
評
議
員
）／
日

本
佛
教
学
会
（
会
員
）／（
公
財
）
東
方
研
究
会
（
兼
担
研
究
員
）／
日

本
仏
教
心
理
学
会
（
会
員
）／
国
際
仏
教
学
会IA

BS

（
会
員
）

・
学
会
参
加
等

「
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
の
グ
ロ
ー
バ
ル
倫
理
」（
仏
教
心
理
学
会　

第
十
二
回

学
術
大
会
）「
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
蔓
延
の
中
で
仏
教
心
理
学
が
担
う
べ

き
役
割
」
を
テ
ー
マ
と
す
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
。
東
洋
大
学
オ
ン
ラ
イ
ン
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開
催
）
二
〇
二
〇
年
九
月
二
六
日
（
パ
ネ
ル
司
会
、
実
行
委
員
長
）

仏
教
思
想
学
会
第
三
四
回
学
術
大
会
、
立
正
大
学
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
、

二
〇
二
〇
年
七
月
十
一
日
（
理
事
会
・
研
究
発
表
会
の
司
会
）

〈
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
主
宰
及
び
参
加
〉

井
上
円
了
記
念
研
究
助
成
：
東
洋
学
研
究
所
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
初
期
大
乗

仏
教
の
成
立
と
展
開
─
─
テ
ク
ス
ト
・
こ
と
ば
・
思
想
─
─
」
研
究
代

表
者

井
上
円
了
記
念
研
究
助
成
：
東
洋
学
研
究
所
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
東
ア
ジ
ア

に
お
け
る
仏
教
思
想
の
成
立
と
展
開
、
並
び
に
そ
の
意
義
の
解
明
」（
研

究
代
表
者　

伊
吹
敦
）
研
究
分
担
者

「
バ
ウ
ッ
ダ
コ
ー
シ
ャ
・
仏
教
用
語
の
『
日
英
基
準
訳
語
集
』
構
築
に
向

け
て
の
総
合
的
研
究
」
文
科
省
科
学
研
究
費
［
基
盤
研
究
（
Ａ
）］（
研

究
代
表
者
・
斎
藤
明
［
国
際
仏
教
学
大
学
院
大
学
］）
研
究
分
担
者
）

○
教
育
活
動

〈
学
内
担
当
科
目
〉

学　

部
：
ブ
ッ
ダ
の
思
想
と
そ
の
展
開
Ａ
・
Ｂ
（
Ⅰ
・
Ⅱ
部
）

サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
Ⅱ
Ａ
・
Ｂ
（
Ⅰ
部
）

東
洋
思
想
文
化
演
習
Ⅰ
・
Ⅱ
③
（
Ⅰ
部
）

大
乗
仏
教
の
思
想
Ⅰ
（
Ⅰ
部
、
春
学
期
）

レ
ポ
ー
ト
・
論
文
制
作
の
技
法
一
（
Ⅰ
部
、
春
学
期
）

総
合
Ⅷ
Ａ
・
Ｂ
（
校
友
会
寄
附
講
座
、
Ⅰ
・
Ⅱ
部
乗
り
入
れ
）

運
営
責
任
者
な
ら
び
に
六
回
の
授
業
担
当

大
学
院
：
大
乗
仏
教
研
究
Ⅰ
・
仏
教
学
研
究
指
導
Ⅰ
（
博
士
前
期
課
程
）

仏
教
学
特
殊
研
究
Ⅰ
・
仏
教
学
研
究
指
導
Ⅰ
（
博
士
後
期
課
程
）

〈
学
外
担
当
科
目
〉

大
正
大
学
大
学
院
「
Ｍ
Ｄ
仏
教
学
特
論
Ａ
・
Ｂ
」
春
学
期
・
秋
学
期

○
大
学
管
理
運
営
活
動

東
洋
大
学
東
洋
学
研
究
所
（
研
究
所
長
・
運
営
委
員
・
研
究
所
員
）

○
そ
の
他
の
社
会
活
動

（
公
財
）
仏
教
伝
道
協
会
・
英
訳
大
蔵
経
編
集
委
員
会
（
委
員
）・
仏
教
聖

典
編
集
委
員
会
（
委
員
）・
助
成
金
審
査
委
員
会
（
委
員
）／（
特
財
）

大
法
輪
石
原
育
英
会
奨
学
生
選
考
委
員
会（
委
員
）／（
公
財
）中
村
元
東

洋
思
想
文
化
賞
審
査
委
員
会
（
審
査
員
）／
東
洋
大
学
仏
教
会
（
会
長
）
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二
〇
二
〇
年
度
開
講
科
目

・
授
業
名
、
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
、
担
当
者
の
順
に
記
す
。

・
通
年
科
目
は
Ａ
（
春
学
期
）・
Ｂ
（
秋
学
期
）
に
分
か
れ
る
が
、
担
当
者

が
同
一
で
あ
り
、
か
つ
、
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
が
春
秋
通
じ
て
同
一
の
場
合
、

そ
の
区
分
は
省
略
し
て
記
し
た
。

・
た
だ
し
、
半
期
の
み
の
授
業
に
つ
い
て
は
《
春
》《
秋
》
と
表
記
し
た
。

・
担
当
者
お
よ
び
《
春
》《
秋
》
の
授
業
区
分
に
付
し
た
カ
ッ
コ
内
の
数
字
は
、

そ
れ
ぞ
れ
Ⅰ
部
・
Ⅱ
部
の
区
別
を
示
す
。
カ
ッ
コ
内
の
数
字
が
付
さ
れ
て

い
な
い
も
の
は
、
Ⅰ
部
Ⅱ
部
隔
年
開
講
の
科
目
か
、
Ⅰ
部
・
Ⅱ
部
の
担
当

者
が
同
一
で
あ
る
こ
と
を
示
す
。

〈
学
部
〉（
五
十
音
順
）

東
洋
思
想
文
化
学
科

ア
ジ
ア
の
古
典
（
イ
ン
ド
の
古
典
に
触
れ
る
）�
宮
本　

城

ア
ジ
ア
の
文
学
（
女
性
が
描
く
、
女
性
を
描
く
台
湾
文
学
）�

橋
本
恭
子

イ
ス
ラ
ー
ム
概
論
《
秋
》（
イ
ス
ラ
ー
ム
的
な
も
の
の
捉
え
方
・
考
え
方

を
知
る
）�

柴
山　

滋

イ
ン
ド
現
代
思
想
《
春
》（
ガ
ー
ン
デ
ィ
ー
と
ア
ー
ン
ベ
ー
ド
カ
ル
～
そ

の
思
想
と
対
立
）�

石
川　

寛
（
Ⅰ
）

イ
ン
ド
古
典
思
想
概
論
Ａ
（
ヴ
ィ
シ
ュ
ヌ
派
の
思
想
と
展
開
）�

三
澤
祐
嗣

イ
ン
ド
古
典
思
想
概
論
Ｂ
（
シ
ヴ
ァ
派
の
思
想
と
展
開
）�

三
澤
祐
嗣

イ
ン
ド
思
想
史
Ａ
Ｂ
（
イ
ン
ド
思
想
と
宗
教
の
潮
流
を
概
観
す
る
）

�

橋
本
泰
元
（
Ⅱ
）

イ
ン
ド
思
想
史
Ａ
（
イ
ン
ド
思
想
と
宗
教
の
潮
流
を
概
観
す
る
）

�

沼
田
一
郎
（
Ⅰ
）

イ
ン
ド
思
想
史
Ｂ
（
イ
ン
ド
の
叡
智
を
探
る
）�

沼
田
一
郎
（
Ⅰ
）

イ
ン
ド
思
想
特
講
Ⅰ
Ａ
（
道
徳
・
財
・
愛
欲
の
イ
ン
ド
文
化
史
）

�

沼
田
一
郎

イ
ン
ド
思
想
特
講
Ⅰ
Ｂ
・
Ⅱ
Ａ
（
イ
ン
ド
の
歴
史
と
文
化
）

�

石
川　

寛
（
Ⅱ
）

イ
ン
ド
思
想
特
講
Ⅱ
Ｂ
《
秋
》（
サ
ー
ン
キ
ヤ
思
想
と
そ
の
展
開
）

�

三
澤
祐
嗣
（
Ⅱ
）

イ
ン
ド
思
想
特
講
Ⅳ
Ｂ
《
秋
》（
ベ
ン
ガ
ル
文
化
の
多
様
性
を
学
ぶ
と
と

も
に
、
東
西
に
共
通
す
る
ベ
ン
ガ
ル
人
意
識
を
探
求
す
る
）

�

丹
羽
京
子
（
Ⅰ
）

イ
ン
ド
仏
教
史
Ａ
（
釈
尊
の
覚
り
と
そ
の
展
開
）�

岩
井
昌
悟

イ
ン
ド
仏
教
史
Ｂ
（
大
乗
仏
教
と
は
何
か
）�

岩
井
昌
悟

イ
ン
ド
・
仏
教
の
美
術
Ａ
（
仏
教
の
仏
と
神
々
の
図
像
学
的
考
察
）

�

山
口
し
の
ぶ

イ
ン
ド
・
仏
教
の
美
術
Ｂ
（
南
ア
ジ
ア
の
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
美
術
）

�

山
口
し
の
ぶ

イ
ン
ド
舞
踊
《
春
》（
イ
ン
ド
舞
踊
・
バ
ラ
タ
ナ
ー
テ
ィ
ヤ
ム
の
実
技
と

理
論
） �

久
保
田
幸
代
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イ
ン
ド
文
化
概
論
Ａ
《
春
》（
パ
ン
ジ
ャ
ー
ブ
地
方
～
北
イ
ン
ド
世
界
の

悲
恋
民
話
の
世
界
を
読
み
語
る
）�

村
山
和
之

イ
ン
ド
文
化
概
論
Ｂ
《
春
》（
文
学
を
通
し
て
見
る
イ
ン
ド
文
化
）

�

宮
本　

城

韓
国
語
Ａ
Ｂ�

佐
藤　

厚

韓
国
仏
教
史
《
秋
》�

佐
藤
厚
（
Ⅱ
）

漢
文
訓
読
法
①
《
秋
》（
漢
文
読
解
の
手
ほ
ど
き
）�

播
本
崇
史

漢
文
訓
読
法
②
《
春
》（
漢
文
法
の
基
礎
知
識
）�

川
田　

健
（
Ⅰ
）

基
礎
中
国
語
Ａ
①
《
春
》（
異
な
る
体
系
と
の
出
会
い
）�

多
田　

恵
（
Ⅰ
）

基
礎
中
国
語
Ａ
②
《
春
》（
Ｈ
Ｓ
Ｋ
２
級
の
合
格
）�

橋
本
恭
子
（
Ⅰ
）

基
礎
中
国
語
Ａ
③
《
春
》（
中
国
語
初
心
者
の
た
め
の
授
業
）�権　

慧（
Ⅰ
）

基
礎
中
国
語
Ｂ
①
《
秋
》（
異
な
る
体
系
へ
の
取
り
組
み
を
進
め
る
）

�
多
田　

恵
（
Ⅰ
）

基
礎
中
国
語
Ｂ
②
《
秋
》（
Ｈ
Ｓ
Ｋ
２
級
の
合
格
）�
橋
本
恭
子
（
Ⅰ
）

基
礎
中
国
語
Ｂ
③
《
秋
》（
中
国
語
初
心
者
の
た
め
の
授
業
）�権　

慧（
Ⅰ
）

基
礎
中
国
語
Ａ
Ｂ
（
初
級
中
国
語
）�

大
江
千
晶
（
Ⅱ
）

キ
リ
ス
ト
教
概
論
《
春
》（
キ
リ
ス
ト
教
誕
生
に
至
る
歴
史
と
キ
リ
ス
ト

教
思
想
の
基
礎
）�

山
中
利
美
（
Ⅰ
）

近
代
化
と
東
洋
《
秋
》（
東
洋
は
近
代
化
を
ど
の
よ
う
に
受
け
止
め
た
か
）

〈
オ
ム
ニ
バ
ス
形
式
〉�

伊
吹　

敦

現
代
に
生
き
る
仏
教
《
秋
》（
人
権
の
歴
史
を
め
ぐ
る
仏
教
者
の
か
か
わ

り
に
学
び
、
現
代
社
会
の
排
除
と
包
摂
を
考
え
る
）�

高
瀬
顕
功

現
代
の
イ
ン
ド
《
秋
》（
イ
ン
ド
近
・
現
代
の
政
治
と
社
会
）

�

石
川　

寛
（
Ⅰ
）

坐
禅
《
春
》（「
い
ま
」
を
見
つ
め
る
）�

眞
如
晃
人

サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
Ⅰ
Ａ
Ｂ
（
古
典
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
入
門
）�

沼
田
一
郎

サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
Ⅱ
Ａ
Ｂ
（
実
践
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
中
級
）�

渡
辺
章
悟

写
経
《
春
》�

張
堂
興
昭

宗
教
学
Ⅰ
Ａ
（
南
ア
ジ
ア
に
お
け
る
宗
教
思
想
と
神
観
念
）

�

三
澤
祐
嗣
（
Ⅱ
）

宗
教
学
Ⅰ
Ｂ
（
南
ア
ジ
ア
の
宗
教
思
想
と
死
生
観
）�

三
澤
祐
嗣
（
Ⅱ
）

宗
教
学
Ⅱ
Ａ
（
ア
ジ
ア
の
諸
宗
教
に
お
け
る
死
生
観
の
比
較
）

�

水
谷
香
奈
（
Ⅰ
）

宗
教
学
Ⅱ
Ｂ
（
死
生
観
を
中
心
と
し
た
仏
教
の
歴
史
と
思
想
の
変
遷
）

�

水
谷
香
奈
（
Ⅰ
）

宗
教
学
Ⅱ
Ａ
Ｂ
（
宗
教
文
化
の
理
解
に
宗
教
と
言
語
、
道
徳
）

�

吉
村　

均
（
Ⅱ
）

宗
教
学
概
論
Ａ
（
多
様
な
る
教
理
と
実
践
の
世
界
）�

島
田
茂
樹

宗
教
学
概
論
Ｂ
（
華
麗
な
る
文
化
と
芸
術
の
世
界
）�

島
田
茂
樹

宗
教
社
会
学
Ａ�

松
野
智
章

宗
教
社
会
学
Ｂ�

松
野
智
章

上
級
中
国
語
Ａ
Ｂ
（
中
国
語
の
作
文
）�

阿
部
順
子

神
道
史
Ａ
（
日
本
中
世
の
仏
教
と
神
祇
（
１
））�

伊
藤　

聡

神
道
史
Ｂ
（
日
本
中
世
の
仏
教
と
神
祇
（
２
））�

伊
藤　

聡
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総
合
Ⅷ
Ａ
Ｂ
①
（
日
本
の
近
代
化
と
東
洋
大
学
─
井
上
円
了
の
哲
学
と
実

践
─
〈
オ
ム
ニ
バ
ス
形
式
〉）�

渡
辺
章
悟

チ
ベ
ッ
ト
語
Ａ
（
古
典
チ
ベ
ッ
ト
語
文
法
）�

石
川
美
恵

チ
ベ
ッ
ト
語
Ｂ
（『
法
華
経　

普
門
品
』（
観
音
経
）
を
読
む
）�

石
川
美
恵

チ
ベ
ッ
ト
仏
教
史
《
春
》�

山
口
し
の
ぶ

中
級
中
国
語
Ａ
Ｂ
（
中
国
語
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
能
力
を
高
め
る�

荒
井　

礼

中
国
学
概
論
Ａ
（
現
代
社
会
と
中
国
優
秀
伝
統
文
化
）�

白
井　

順

中
国
学
概
論
Ｂ
（
中
国
文
学
を
鑑
賞
す
る
）�

荒
井　

礼

中
国
学
研
究
法
Ａ
（
中
国
哲
学
研
究
の
基
礎
知
識
）�

播
本
崇
史

中
国
学
研
究
法
Ｂ
（
中
国
学
の
基
礎
知
識
を
学
ぶ
）�

荒
井　

礼

中
国
現
代
文
学
史
Ａ
Ｂ
（
中
国
二
〇
世
紀
文
学
の
歩
み
）�

田
中
路
子

中
国
語
Ⅳ
Ａ
Ｂ
（
中
国
語
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
能
力
を
高
め
る
）�権　

慧
（
Ⅰ
）

中
国
語
Ⅴ
Ａ
Ｂ
（
中
国
語
の
作
文
）�
阿
部
順
子
（
Ⅰ
）

中
国
語
Ⅴ
Ａ
Ｂ
（
中
国
語
の
作
文
）�
多
田　

恵
（
Ⅱ
）

中
国
語
Ⅳ
Ａ
（
聴
解
の
基
礎
）�
多
田　

恵
（
Ⅱ
）

中
国
語
Ⅳ
Ｂ
（
ス
ピ
ー
キ
ン
グ
の
基
礎
を
培
う
聴
解
）�

多
田　

恵
（
Ⅱ
）

中
国
語
学
演
習
Ａ
Ｂ
（
日
本
語
文
法
書
を
中
国
語
で
読
む
）

�

川
田　

健
（
Ⅱ
）

中
国
史
概
説
Ａ
（
中
華
世
界
の
拡
大
と
再
生
）�

竹
内
洋
介

中
国
史
概
説
Ｂ
（「
華
夷
一
家
」
へ
の
道
）�

竹
内
洋
介

中
国
哲
学
講
読
Ａ
Ｂ
②
（『
天
道
溯
原
』
講
読
）�

中
村　

聡
（
Ⅰ
）

中
国
哲
学
講
読
Ａ
Ｂ
①
（
朱
熹
『
論
語
集
注
』
学
而
・
為
政
篇
）

�

播
本
崇
史
（
Ⅱ
）

中
国
哲
学
史
Ａ
Ｂ
（
中
国
に
哲
学
は
あ
る
の
か
？
）�

小
路
口
聡
（
Ⅰ
）

中
国
哲
学
史
Ａ
Ｂ
（
中
国
に
お
け
る
「
哲
学
」
の
姿
）�

坂
本
頼
之
（
Ⅱ
）

中
国
哲
学
特
講
Ⅰ
Ａ
Ｂ
（
原
典
資
料
で
読
む
陽
明
学
概
論
）�

小
路
口
聡

中
国
哲
学
特
講
Ⅱ
Ａ
Ｂ
（『
小
学
』
読
解
）�

白
井　

順
（
Ⅰ
）

中
国
の
美
術
Ａ
（
先
史
～
南
北
朝
時
代
の
中
国
美
術
）�

萩
原　

哉
（
Ⅰ
）

中
国
の
美
術
Ｂ
（
隋
唐
～
明
清
時
代
の
中
国
美
術
）�

萩
原　

哉
（
Ⅰ
）

中
国
の
美
術
Ａ
Ｂ
（
中
国
の
仏
教
・
道
教
を
中
心
と
し
た
宗
教
美
術
史
）

�

田
中
知
佐
子
（
Ⅱ
）

中
国
仏
教
史
Ａ
（
初
伝
期
か
ら
南
北
朝
ま
で
）�

伊
吹　

敦

中
国
仏
教
史
Ｂ
（
隋
代
か
ら
現
代
ま
で
）�

伊
吹　

敦

中
国
文
学
史
Ａ
Ｂ
（
宋
代
以
降
の
文
学
の
諸
相
）�

野
間
信
幸

中
国
文
学
講
読
Ａ
（
唐
詩
を
読
む
）�

川
田　

健
（
Ⅱ
）

中
国
文
学
講
読
Ｂ
（「
史
伝
文
学
」
を
読
む
）�

川
田　

健
（
Ⅱ
）

中
国
文
学
講
読
Ａ
Ｂ
②
（
現
代
文
学
作
品
を
読
む
）�

田
中
路
子

中
国
文
学
特
講
Ⅰ
Ａ
Ｂ
（
台
湾
の
文
学
を
読
む
）�

野
間
信
幸
（
Ⅰ
）

中
国
文
学
特
講
Ⅰ
Ａ
Ｂ
（
中
国
近
現
代
文
学
を
読
む
）�

近
藤
光
雄
（
Ⅱ
）

中
国
文
学
特
講
Ⅱ
Ａ
Ｂ
②
（
張
文
環
作
品
の
講
読
）�

野
間
信
幸
（
Ⅰ
）

中
国
文
献
学
Ａ
Ｂ�

白
井　

順

哲
学
概
説
Ａ（
自
分
の
頭
で
考
え
て
、自
分
の
言
葉
で
伝
え
る
と
い
う
こ
と
） 

�

渡
邉
郁
子
（
Ⅱ
）

哲
学
概
説
Ｂ
（
自
分
の
頭
で
考
え
て
、
主
体
的
に
行
動
す
る
と
い
う
こ
と
）

�

渡
邉
郁
子
（
Ⅱ
）

東
西
交
渉
文
化
史
Ａ
（
内
陸
ア
ジ
ア
関
係
史
（
前
編
：
古
代
～
前
近
代
））
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�

登
利
谷
正
人

東
西
交
渉
文
化
史
Ｂ
（
内
陸
ア
ジ
ア
関
係
史
（
後
編
：
近
現
代
））

�

登
利
谷
正
人

東
南
ア
ジ
ア
仏
教
史
《
春
》（
ス
リ
ラ
ン
カ
及
び
東
南
ア
ジ
ア
に
普
及
し

た
仏
教
の
歴
史
を
学
ぶ
）�

藪
内
聡
子

東
洋
思
想
《
秋
》（
中
国
の
思
想
家
た
ち
）�

白
井　

順

東
洋
思
想
文
化
演
習
Ⅰ
・
Ⅱ
①
Ａ
Ｂ
（
哲
学
の
原
典
を
読
む
）�

沼
田
一
郎

東
洋
思
想
文
化
演
習
Ⅰ
・
Ⅱ
②
Ａ
Ｂ
（
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
の
思
想
・
文
化
研

究
Ⅰ
）�

橋
本
泰
元
（
Ⅰ
）

東
洋
思
想
文
化
演
習
Ⅰ
・
Ⅱ
③
Ａ
Ｂ
（
イ
ン
ド
大
乗
仏
教
の
研
究
）

�

渡
辺
章
悟
（
Ⅰ
）

東
洋
思
想
文
化
演
習
Ⅰ
・
Ⅱ
④
Ａ
Ｂ
（
初
期
仏
教
研
究
）�

岩
井
昌
悟

東
洋
思
想
文
化
演
習
Ⅰ
・
Ⅱ
⑥
Ａ
Ｂ
（
Ａ
文
献
の
読
解
／
Ｂ
自
由
研
究
）

�
伊
吹　

敦
（
Ⅰ
）

東
洋
思
想
文
化
演
習
Ⅰ
・
Ⅱ
⑦
Ａ
Ｂ
（
ア
ジ
ア
の
芸
術
文
化
に
関
す
る
英

語
文
献
講
読
）�

山
口
し
の
ぶ
（
Ⅰ
）

東
洋
思
想
文
化
演
習
Ⅰ
⑪
Ａ
Ｂ
（
中
国
の
詩
を
中
国
語
で
読
む
）

�

野
間
信
幸
（
Ⅰ
）

東
洋
思
想
文
化
演
習
Ⅱ
⑪
Ａ
（
中
国
の
詩
を
中
国
語
で
読
み
、
分
析
す
る
）

�

野
間
信
幸
（
Ⅰ
）

東
洋
思
想
文
化
演
習
Ⅱ
⑪
Ｂ
（
中
国
の
詩
を
中
国
語
で
読
み
、
分
析
す
る
）

�

野
間
信
幸
（
Ⅰ
）

東
洋
思
想
文
化
演
習
Ⅱ
⑨
Ａ
Ｂ
（『
国
語
』
を
読
む
）�

川
田　

建
（
Ⅰ
）

東
洋
思
想
文
化
演
習
Ⅰ
・
Ⅱ
③
Ａ
Ｂ
（
ア
ジ
ア
の
芸
術
文
化
に
関
す
る
英

語
文
献
講
読
）�

山
口
し
の
ぶ
（
Ⅱ
）

東
洋
思
想
文
化
演
習
Ⅰ
④
Ａ
Ｂ
（
新
詩
を
読
む
）�

近
藤
光
雄
（
Ⅱ
）

東
洋
思
想
文
化
演
習
Ⅱ
④
Ａ
Ｂ
（
朱
熹
『
孟
子
集
注
』
告
子
上
篇
精
読
）

�

小
路
口
聡
（
Ⅱ
）

東
洋
芸
術
文
化
特
講
Ⅰ
Ａ
《
春
》（
東
ア
ジ
ア
の
植
物
文
化
と
芸
術
）

�

久
保
輝
幸
（
Ⅱ
）

東
洋
芸
術
文
化
特
講
Ⅱ
Ａ
《
春
》（
仏
伝
図
の
絵
解
き
）�

岩
井
昌
悟
（
Ⅱ
）

東
洋
芸
術
文
化
特
講
Ⅱ
Ｂ
《
秋
》（
バ
リ
島
の
芸
能
か
ら
人
間
の
創
造
性

を
学
ぶ
） �

山
本
早
良
紗
（
Ⅰ
）

東
洋
芸
術
文
化
特
講
Ⅳ
Ｂ
《
秋
》（
東
南
ア
ジ
ア
に
お
け
る
イ
ン
ド
文
化

の
受
容
と
変
容
─
美
術
を
中
心
と
し
て
）�

山
口
し
の
ぶ
（
Ⅰ
）

東
洋
思
想
文
化
へ
の
誘
い
Ａ
Ｂ�

沼
田
一
郎

東
洋
の
身
体
論
《
春
》（
こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
を
ど
う
見
る
か
）〈
オ
ム
ニ
バ

ス
形
式
〉 �

伊
吹　

敦

日
本
漢
学
Ａ
Ｂ
（
日
本
で
は
漢
学
を
如
何
に
学
ん
で
来
た
の
か
）

�

坂
本
頼
之

日
本
仏
教
史
Ａ
（
日
本
仏
教
史
（
飛
鳥
時
代
～
鎌
倉
時
代
））

�

水
谷
香
奈
（
Ⅰ
）

日
本
仏
教
史
Ｂ
（
日
本
仏
教
史
（
鎌
倉
時
代
～
現
代
））�

水
谷
香
奈
（
Ⅰ
）

日
本
仏
教
史
Ａ
（
日
本
に
お
け
る
仏
教
の
あ
ゆ
み
と
社
会
・
文
化
─
仏
教

伝
来
か
ら
鎌
倉
仏
教
（
前
半
）
ま
で
─
）�

橘
川
智
昭
（
Ⅱ
）

日
本
仏
教
史
Ｂ
（
日
本
に
お
け
る
仏
教
の
あ
ゆ
み
と
社
会
・
文
化
─
鎌
倉
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仏
教
（
後
半
）
か
ら
明
治
時
代
以
後
の
仏
教
ま
で
─
）�

橘
川
智
昭
（
Ⅱ
）

パ
ー
リ
語
Ａ
Ｂ
（
聖
典
に
直
に
触
れ
る
）�

岩
井
昌
悟

比
較
宗
教
Ａ�

松
野
智
章

比
較
宗
教
Ｂ�

松
野
智
章

ヒ
ン
デ
ィ
ー
語
Ａ
（
ヒ
ン
デ
ィ
ー
語
入
門
Ⅰ
）�

橋
本
泰
元

ヒ
ン
デ
ィ
ー
語
Ｂ
（Introduction to H

indi 

2）�

橋
本
泰
元

ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
概
論
Ａ
Ｂ
（
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
の
思
想
を
学
ぶ
）�

橋
本
泰
元

仏
教
漢
文
Ａ
（
仏
教
漢
文
の
基
礎
）�

伊
吹　

敦

仏
教
漢
文
Ｂ
（
経
典
注
釈
・
浄
土
教
文
献
を
読
む
）�

伊
吹　

敦

仏
教
思
想
概
論
Ａ
（
～
仏
教
と
は
何
か
～
）�

渡
辺
章
悟

仏
教
思
想
概
論
Ｂ
（
仏
教
の
思
想
と
そ
の
展
開
）�

渡
辺
章
悟

仏
教
思
想
特
講
Ⅰ
Ａ
《
春
》（
～
空
の
世
界
に
何
が
あ
る
の
か
～
）

�
渡
辺
章
悟
（
Ⅰ
）

仏
教
思
想
特
講
Ⅰ
Ｂ
《
春
》（『
華
厳
経
』
の
物
語
と
そ
の
思
想
）

�
橘
川
智
昭
（
Ⅱ
）

仏
教
思
想
特
講
Ⅱ
Ａ
《
春
》（
禅
思
想
の
形
成
と
社
会
と
の
交
渉
）

�

伊
吹　

敦

仏
教
思
想
特
講
Ⅱ
Ｂ
《
秋
》（
密
教
の
思
想
）�

金
本
拓
士

仏
教
思
想
特
講
Ⅲ
Ａ
《
秋
》（
す
べ
て
は
解
脱
の
た
め
に
）

�

岩
井
昌
悟
（
Ⅰ
）

仏
教
思
想
特
講
Ⅲ
Ｂ
《
秋
》（
浄
土
思
想
（
特
に
阿
弥
陀
信
仰
）
の
形
成
・

展
開
と
そ
の
影
響
）�

水
谷
香
奈
（
Ⅰ
）

仏
教
と
社
会
福
祉《
秋
》（「
い
の
ち
」に
向
き
合
う
仏
教
者
の
活
動
に
学
ぶ
）

�

高
瀬
顕
功

仏
教
の
芸
能
《
秋
》（
仏
教
伝
統
歌
謡
の
基
本
を
学
び
実
修
し
て
み
よ
う
）

〈
オ
ム
ニ
バ
ス
形
式
〉 �

橋
本
泰
元
（
Ⅱ
）

ヨ
ー
ガ
《
春
》（
実
践
を
と
お
し
て
思
想
を
学
ぶ
）�

番
場
裕
之
（
Ⅱ
）

レ
ポ
ー
ト
・
論
文
制
作
の
技
法
⑤
《
春
》�

川
田　

健
（
Ⅰ
）

レ
ポ
ー
ト
・
論
文
制
作
の
技
法
②
《
春
》�

橋
本
泰
元
（
Ⅰ
）

レ
ポ
ー
ト
・
論
文
制
作
の
技
法
③
《
春
》�

野
間
信
幸
（
Ⅰ
）

レ
ポ
ー
ト
・
論
文
制
作
の
技
法
④
《
春
》�

小
路
口
聡
（
Ⅰ
）

レ
ポ
ー
ト
・
論
文
制
作
の
技
法
①
《
春
》�

渡
辺
章
悟
（
Ⅰ
）

レ
ポ
ー
ト
・
論
文
制
作
の
技
法
⑥
《
春
》�

伊
吹　

敦
（
Ⅰ
）

レ
ポ
ー
ト
・
論
文
制
作
の
技
法
①
《
春
》�

岩
井
昌
悟
（
Ⅱ
）

レ
ポ
ー
ト
・
論
文
制
作
の
技
法
②
《
春
》�

沼
田
一
郎
（
Ⅱ
）

〈
大
学
院
〉

イ
ン
ド
哲
学
仏
教
学
専
攻

博
士
前
期
課
程

イ
ン
ド
哲
学
研
究
Ⅰ
Ａ
Ｂ
・
イ
ン
ド
哲
学
研
究
指
導
Ⅱ
Ａ
Ｂ�

沼
田
一
郎

イ
ン
ド
哲
学
研
究
Ⅱ
Ａ
Ｂ
・
イ
ン
ド
哲
学
研
究
指
導
Ⅲ
Ａ
Ｂ�

橋
本
泰
元

イ
ン
ド
哲
学
研
究
Ⅲ
Ａ
Ｂ�

高
橋
孝
信

イ
ン
ド
哲
学
研
究
Ⅳ
Ａ
Ｂ�

高
島　

淳

イ
ン
ド
哲
学
仏
教
学
特
殊
演
習
Ａ
Ｂ�

伊
藤　

真

イ
ン
ド
仏
教
研
究
Ⅰ
Ａ
Ｂ
・
仏
教
学
研
究
指
導
Ⅲ
Ａ
Ｂ�

岩
井
昌
悟

イ
ン
ド
仏
教
研
究
Ⅱ
Ａ
Ｂ�

松
村
淳
子
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イ
ン
ド
仏
教
研
究
Ⅲ
Ａ
Ｂ
・
仏
教
学
研
究
指
導
Ⅰ
Ａ
Ｂ�

渡
辺
章
悟

イ
ン
ド
仏
教
研
究
Ⅳ
Ａ
Ｂ
・
仏
教
学
研
究
指
導
Ⅱ
Ａ
Ｂ�

山
口
し
の
ぶ

イ
ン
ド
仏
教
研
究
Ⅴ
Ａ
Ｂ�

田
中
公
明

東
ア
ジ
ア
仏
教
研
究
Ⅰ
Ａ
Ｂ
・
仏
教
学
研
究
指
導
Ⅳ
Ａ
Ｂ�

伊
吹　

敦

東
ア
ジ
ア
仏
教
研
究
Ⅲ
Ａ
Ｂ�

林
田
康
順

博
士
後
期
課
程

イ
ン
ド
哲
学
研
究
指
導
Ⅱ
Ａ
Ｂ
・
イ
ン
ド
哲
学
特
殊
研
究
Ⅱ
Ａ
Ｂ

�

橋
本
泰
元

イ
ン
ド
哲
学
研
究
指
導
Ⅲ
Ａ
Ｂ
・
イ
ン
ド
哲
学
特
殊
研
究
Ⅲ
Ａ
Ｂ�

�

沼
田
一
郎

仏
教
学
研
究
指
導
Ⅰ
Ａ
Ｂ
・
仏
教
学
特
殊
研
究
Ⅰ
Ａ
Ｂ�

渡
辺
章
悟

仏
教
学
研
究
指
導
Ⅱ
Ａ
Ｂ
・
仏
教
学
特
殊
研
究
Ⅱ
Ａ
Ｂ�

山
口
し
の
ぶ

仏
教
学
研
究
指
導
Ⅲ
Ａ
Ｂ
・
仏
教
学
特
殊
研
究
Ⅳ
Ａ
Ｂ�

岩
井
昌
悟

仏
教
学
研
究
指
導
Ⅳ
Ａ
Ｂ
・
仏
教
学
特
殊
研
究
Ⅲ
Ａ
Ｂ�
伊
吹　

敦

中
国
哲
学
専
攻

博
士
前
期
課
程

中
国
哲
学
演
習
Ⅰ
Ａ
Ｂ
・
中
国
哲
学
研
究
指
導
Ⅴ
Ａ
Ｂ�

白
井　

順

中
国
哲
学
研
究
指
導
Ⅲ
Ａ
Ｂ�

小
路
口
聡

中
国
哲
学
研
究
Ⅰ
Ａ
Ｂ�

中
村　

聡

中
国
哲
学
特
論
Ⅲ
Ａ
Ｂ�

小
路
口
聡

中
国
文
学
特
論
Ⅰ
Ａ
Ｂ
・
中
国
哲
学
研
究
指
導
Ⅱ
Ａ
Ｂ�

野
間
信
幸

中
国
文
学
特
論
Ⅲ
Ａ
Ｂ�

有
澤
晶
子

中
国
文
学
特
論
Ａ
Ｂ�

合
山
林
太
郎

中
国
語
学
研
究
Ⅰ
Ａ
Ｂ�

野
間
信
幸

中
国
語
学
研
究
Ⅱ
Ａ
Ｂ�

橋
本
恭
子

博
士
後
期
課
程

中
国
哲
学
特
殊
研
究
Ⅰ
Ａ
Ｂ
・
中
国
哲
学
研
究
指
導
Ⅰ
Ａ
Ｂ�

野
間
信
幸

中
国
哲
学
研
究
指
導
Ⅲ
Ａ
Ｂ�

小
路
口
聡

中
国
哲
学
特
殊
研
究
Ⅴ
Ａ
Ｂ
・
中
国
哲
学
研
究
指
導
Ⅴ
Ａ
Ｂ�

白
井　

順
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二
〇
二
〇
年
度
東
洋
思
想
文
化
学
科
卒
業
論
文
題
目

〈
Ⅰ
部
〉

浦
川　

真
由	
日
韓
の
食
文
化

五
島　

優
華	

中
国
と
日
本
の
茶
文
化

作
佐
部　

優
香	

日
本
文
化
と
し
て
の
パ
チ
ン
コ

清
水　

喜
一	

米
国
に
お
け
る
イ
ス
ラ
ー
ム
教
に
つ
い
て

高
橋　

有
希	

室
町
時
代
に
お
け
る
禅
宗
の
影
響

田
久
保
ゆ
み
香	

中
華
料
理
と
茶
文
化

三
浦　

翔	

競
馬
が
日
本
の
文
化
に
な
る
ま
で
～
名
馬
の
誕
生
と
競
馬

の
発
展
～

森
原　

康
暉	

中
国
撰
述
仏
典
『
梵
網
経
』
の
特
色
─
─
構
成
と
下
巻
、

菩
薩
戒
の
思
想
的
特
徴
を
中
心
と
し
て
─
─

秋
山　

楓	

着
物
文
化
か
ら
み
る
日
本
文
化

川
崎　

萌
夏	

一
世
行
人
が
即
身
仏
に
な
っ
た
理
由
─
宗
教
・
社
会
の
観

点
か
ら
見
る
湯
殿
山
系
の
即
身
仏
の
誕
生
─

熊
田　

裕
香	

台
湾
人
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
形
成

中
園　

綾	

お
歯
黒
に
見
る
日
本
文
化
─
お
歯
黒
は
化
粧
と
言
え
る
の

か
─

安
田　

美
波
都	

近
代
以
降
の
日
本
に
お
い
て
神
と
し
て
祀
ら
れ
る
人

大
垣　

誠
弥	

日
本
の
婚
礼
に
つ
い
て

山
本　

真
由	

仏
教
教
育
─
庶
民
教
育
か
ら
み
る
─

横
山　

さ
や
か	

イ
ス
ラ
ー
ム
に
お
け
る
ヴ
ェ
ー
ル
着
用
の
意
義
・
目
的
と

そ
の
変
遷

高
柳　

良
介	

柳
田
国
男
の
先
祖
観
─『
先
祖
の
話
』
を
中
心
に
─

若
松　

桃
圭	

仏
教
に
お
け
る
飲
酒
の
解
釈
─
不
飲
酒
戒
と
そ
の
受
容
に

つ
い
て
─

伊
東　

利
紗	

信
仰
対
象
と
し
て
の
大
黒
天
と
物
語
の
中
の
大
黒
天

木
村　

夏
野	

臓
器
移
植
を
通
し
て
見
る
死
生
観
─
身
体
観
に
基
づ
く
移

植
へ
の
抵
抗
感
に
つ
い
て
─

中
澤　

公
作	

イ
ン
ド
・
パ
キ
ス
タ
ン
分
離
独
立
を
題
材
と
し
た
映
画
の

表
象
に
お
け
る
史
実
と
の
相
違
点
に
つ
い
て

久
光　

竜
太	

苦
難
に
対
し
て
の
向
き
合
い
方
～
十
二
縁
起
の
自
分
な
り

の
考
察
～

市
澤　

杏
奈	

過
去
仏
に
つ
い
て

鴇
巣　

由
希
子	

動
物
前
生
物
語
か
ら
読
み
取
る
豊
か
な
動
物
イ
メ
ー
ジ
─

ジ
ャ
ッ
カ
ル
と
ラ
イ
オ
ン
の
描
写
を
比
較
し
て
─

海
老
澤　

眞
由	

韓
国
ド
ラ
マ
『
ト
ッ
ケ
ビ
』
に
み
る
朝
鮮
の
鬼
神
─
中
国

鬼
神
と
の
比
較

岡
本　

夏
弥	

比
較
し
て
考
え
る
日
本
武
道
と
中
国
武
術

小
倉　

明
日
香	

李
白
の
詩
に
用
い
ら
れ
て
い
る
月
か
ら
見
え
る
心
情

田
中　

陽
菜	

『
三
国
志
』
と
関
索
に
つ
い
て
～
『
三
国
志
演
義
』
と
『
花

関
索
伝
』
の
繋
が
り
と
関
索
が
与
え
た
影
響
～

千
田　

泰
暉	

漢
字
教
育
の
歴
史
と
教
育
実
践
か
ら
⾒
る
今
後
の
可
能
性

佘　

衡	
中
国
の
妖
怪
学
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石
井　

輝	

日
本
文
学
に
影
響
を
与
え
た
唐
代
の
文
学
と
後
世
で
の
日

中
相
互
影
響

浅
野　

佳
蓮	
楊
貴
妃
は
本
当
に「
傾
国
の
美
女
」だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
？

～
中
国
の
女
性
の
美
に
つ
い
て
～

浜
崎　

里
彩	
王
羲
之
と
日
本
の
書
に
与
え
た
影
響

中
釜　

裕
人	

酒
と
漢
詩

入
江　

七
華	

諸
子
百
家
か
ら
み
る
ユ
ー
ト
ピ
ア
思
想
と
近
代
社
会

柴　

薦
軒	

春
秋
戦
国
時
代
に
お
け
る
礼
楽
の
変
遷
に
つ
い
て

張　

萌
芳	

「
良
知
」
に
基
づ
く
「
知
行
合
一
」
の
意
味

成
瀬　

広
大	

「
性
善
説
」
と
「
性
悪
説
」
の
現
代
的
意
義
─
─
「
優
先
席
」

を
通
し
て
考
え
る
─

頼　

晨
曦	

『
荘
子
』
の
「
遊
」
と
「
命
」
の
思
想
に
つ
い
て

増
田　

義
明	

現
代
に
生
き
る
論
語

息　

栄
城	

『
武
漢
日
記
：
封
鎖
下
６０
日
の
魂
の
記
録
』
に
つ
い
て

篠
田　

東
吾	

（
主
題
）
漢
代
に
お
け
る
格
差
と
経
済
政
策
（
副
題
）
地

域
間
の
庶
民
の
経
済
格
差
の
有
無
と
そ
れ
に
関
す
る
経
済

政
策
の
有
無
に
つ
い
て

白
谷　

将
吾	

安
東
省
菴
か
ら
の
教
え

野
崎　

亮	

ハ
ヌ
マ
ー
ン
の
人
気
の
理
由

佐
藤　

遼
馬	

剣
道
の
歴
史
と
柔
道
の
比
較

齋
藤　

梨
子	

彼
ら
は
な
ぜ
戦
う
の
か
？
～
ク
リ
シ
ュ
ナ
と
ア
ル
ジ
ュ
ナ

の
対
話
か
ら
～

堤　

春
花	

死
生
観
は
必
要
か
─「
再
死（Punarm

r

4tyu

）」の
必
要
性

杉
本　

愛	

イ
ン
ド
の
食
文
化
と
ア
ー
ユ
ル
ヴ
ェ
ー
ダ

田
中　

耀
介	

イ
ン
ド
高
等
教
育
に
お
け
る
留
保
制
度
の
影
響

山
本　

咲
織	

イ
ン
ド
の
宗
教
問
題
か
ら
覗
く
社
会
の
あ
る
べ
き
姿

中
村　

太
陽	

魯
迅
の
思
想
と
精
神
～『
吶
喊
』
を
中
心
に
～

福
原　

優
花	

張
愛
玲
『
金
鎖
記
』『
傾
城
之
恋
』
に
お
け
る
「
愛
」
の

か
た
ち

石
持　

勝
志	

『
木
蘭
詩
』
に
つ
い
て
─
古
代
中
国
の
家
族
と
現
代
中
国

の
家
族
─

魚
路　

彩
莉	

現
代
中
国
に
お
け
る
格
差
社
会
と
そ
の
対
策

黒
沼　

里
奈	

白
居
易
の
恋
愛
詩
か
ら
み
る
人
生
観

鈴
木　

統
星	

西
洋
音
楽
と
比
較
し
た
際
の
、
中
国
雅
楽
の
音
楽
的
お
よ

び
文
化
的
独
自
性

中
島　

徳
洋	

李
商
隠
の
不
遇
感
に
関
わ
る
詩
作
に
つ
い
て

早
瀬　

瞳	

書
道
に
お
け
る
日
本
と
中
国
の
比
較

中
島　

敬
人	

『
張
文
環
と
呂
赫
若
の
行
動
を
比
較
す
る
』─
彼
ら
に
共

通
す
る
「
不
屈
さ
」
と
「
し
た
た
か
さ
」─

大
戸　

真
帆	

一
人
っ
子
政
策
に
お
け
る
中
国
の
人
口
問
題

平
田　

詩
織	

三
国
志
演
義
と
⽇
本
の
関
わ
り
⽅

牧
野　

愛	

中
島
敦
の
作
品
に
見
え
る
孤
独
感
─「
山
月
記
」「
李
陵
」

を
中
心
と
し
て
─

志
賀　

安
珠	

民
衆
に
お
け
る
楊
貴
妃
像
と
生
存
説
に
関
す
る
考
察

瀧
田　

瑞
希	
台
湾
映
画
か
ら
見
る
日
本
統
治
の
在
り
方

古
郡　

勇
汰	
陶
淵
明
の
飲
酒
詩
か
ら
見
る
そ
の
「
生
」
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加
藤　

大
智	

科
挙
に
お
け
る
不
正
に
つ
い
て
─
不
正
か
ら
見
た
科
挙
制

度
と
人
間
性
の
考
察
─

冨
江　

俊	

『
マ
ハ
ー
バ
ー
ラ
タ
』
に
見
る
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
の
死
生
観

池
田　

紘
生	
イ
ン
ド
映
画
に
み
る
カ
ー
ス
ト
差
別
問
題

田
中　

麻
衣	
ヨ
ー
ガ
の
文
化
史
的
研
究

濱
組　

優
希	

イ
ン
ド
映
画
に
お
け
る
女
性
社
会
問
題
と
の
関
係
性

安
田　

靖
菜	

『
マ
ハ
ー
バ
ー
ラ
タ
』
に
お
け
る
カ
ル
ナ
の
民
間
伝
承

倉　

審
吉	

『
ラ
ー
マ
ー
ヤ
ナ
』に
お
け
る
猿
神
ハ
ヌ
マ
ー
ン
に
つ
い
て

関
口　

美
咲	

女
性
差
別
と
こ
れ
か
ら
の
イ
ン
ド

平
野　

悠
人	

イ
ン
ド
の
伝
統
⾐
装
と
現
代
の
イ
ン
ド
へ
の
影
響

村
尾　

綾
花	

カ
ー
ス
ト
制
度
と
Ｉ
Ｔ
産
業
に
つ
い
て

進
来　

早
紀	

イ
ン
ド
の
詩
人
・
タ
ゴ
ー
ル
の
思
想
お
よ
び
日
本
と
の
相

互
関
係

原
島　

純	

デ
ィ
ズ
ニ
ー
映
画
『
ア
ラ
ジ
ン
（1992
）』
と
デ
ィ
ズ
ニ
ー

実
写
映
画
『
ア
ラ
ジ
ン
（2019

）』
に
お
け
る
オ
リ
エ
ン
タ

リ
ズ
ム
の
変
容

南
方　

耀
司	

イ
ン
ド
の
伝
統
衣
装
、
テ
キ
ス
タ
イ
ル

三
好　

慶	

ム
ガ
ル
皇
帝
ア
ク
バ
ル
大
帝
の
見
た
カ
ー
ス
ト
制

木
原　

真
之
介	

ア
ー
ユ
ル
ヴ
ェ
ー
ダ
と
実
生
活

海
田　

ひ
か
り	

ア
ー
ユ
ル
ヴ
ェ
ー
ダ
に
関
連
す
る
イ
ン
ド
哲
学
と
身
体
の

研
究

小
野
寺　

啓
太	

現
代
イ
ン
ド
の
音
楽

飯
川　

絢
水	

ガ
ン
デ
ィ
ー
の
生
涯
と
イ
ン
ド
の
歴
史

大
井　

菜
月	

『
バ
ガ
ヴ
ァ
ッ
ド
・
ギ
ー
タ
ー
』
に
学
ぶ
現
代
を
生
き
る

方
法

小
松　

優
仁	

習
近
平
時
代
に
お
け
る
両
岸
関
係

宇
佐
美　

千
尋	

コ
ロ
ナ
禍
に
学
ぶ
、
社
会
と
芸
術
文
化
の
新
し
い
関
係
性

小
林　

涼
音	

バ
リ
絵
画
の
伝
統
文
化
的
価
値
と
商
品
的
価
値
─
バ
リ
島

を
中
心
と
し
て
─

田
中　

碧	

イ
ン
ド
の
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
寺
院
と
日
本
の
仏
教
寺
院
の
歴
史

と
機
能

中
村　

実
由	

ミ
ャ
ン
マ
ー
の
服
飾
か
ら
わ
か
る
文
化
や
生
活
の
独
自
性

研
究
─
主
に
利
用
す
る
ロ
ン
ジ
ー
を
中
心
と
し
て
─

渡
邊　

彩
香	

岡
倉
天
心
『
東
洋
の
理
想
』
に
見
ら
れ
る
文
学
的
意
味

雨
宮　

千
紘	

イ
ス
ラ
ー
ム
文
化
に
お
け
る
文
様
美
術
の
変
遷

法
林　

ア
ラ
ト	

⽇
本
の
仏
像
の
歴
史

山
崎　

結
衣	

イ
ン
ド　

ラ
バ
ー
リ
ー
族
の
民
族
衣
装
に
つ
い
て
─
─
文

様
・
刺
繡
を
中
心
に

田
中　

梨
乃	

イ
ン
ド
社
会
に
お
け
る
女
性
の
地
位
に
つ
い
て
─
性
差
別

的
な
文
化
と
諸
問
題
─

柴
崎　

朋
花	

日
本
の
ア
ー
ト
界
の
い
ま
と
こ
れ
か
ら
～
現
代
ア
ー
ト
を

中
心
と
し
て
～

佐
々
木　

優
奈	

自
然
遺
産　

小
笠
原
諸
島
に
お
け
る
生
物
多
様
性
─
小
笠

原
の
生
態
系
と
外
来
生
物
の
関
係
性
及
び
そ
の
変
遷
─

宮
崎　

筆
子	

ベ
ト
ナ
ム
料
理
の
成
立
と
日
本
に
お
け
る
ベ
ト
ナ
ム
料
理

の
特
色
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西
尾　

咲
希	

江
島
神
社
木
造
裸
形
弁
才
天
坐
像
の
文
化
財
的
価
値
へ
の

考
察

市
川　

由
唯	
日
本
に
お
け
る
神
仏
習
合
史
に
つ
い
て
と
そ
の
特
色

佐
藤　

小
夏	
イ
ン
ド
映
画
か
ら
み
る
女
性
差
別
問
題
─
ジ
ェ
ン
ダ
ー
格

差
に
対
す
る
イ
ン
ド
社
会
の
動
き
を
中
心
と
し
て
─

板
谷　

優
花	

イ
ン
ド
絵
画
の
変
遷
に
関
す
る
研
究

永
江　

静
葉	

東
洋
に
お
け
る
「
染
織
」
の
文
化
比
較

齋
藤　

咲
良	

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
ス
ラ
ウ
ェ
シ
島
に
お
け
る
ト
ラ
ジ
ャ
族

の
祖
先
信
仰
と
⽂
化

西
澤　

あ
か
り	

藤
原
清
衡
が
ど
の
よ
う
な
意
図
を
も
っ
て
中
尊
寺
金
色
堂

を
建
設
し
た
か

木
曽　

倫
太
朗	

な
ぜ
人
は
信
仰
す
る
の
か
「
な
ぜ
宗
教
は
人
類
と
共
に
歩

み
続
け
る
こ
と
が
出
来
た
の
か
」

谷
本　

英
駿	

天
台
宗
と
修
験
道
を
中
心
と
し
た
天
狗
像
の
変
遷

橋
本　

美
優	

日
蓮
『
立
正
安
国
論
』
著
作
の
過
程
と
法
然
『
選
択
集
』

批
判
に
つ
い
て

野
元　

大
希	

死
者
の
魂
が
往
く
霊
界
で
起
こ
っ
て
い
る
出
来
事
と
平
田

篤
胤
の
想
起
す
る
霊
界

〈
Ⅱ
部
〉

鈴
木　

純
斗	

茶
道
に
置
け
る
禅
精
神
の
必
要
性

加
藤　

太
樹	

寺
院
と
現
代
社
会
─
現
代
に
お
け
る
寺
院
の
役
割
と
在
り

方
─

崎
山　

ラ
ウ
ル	

マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
を
い
か
に
評
価
す
る
か

村
山　

大
悟	

仰
韶
文
化
の
埋
葬
制
度
と
彩
文
土
器
の
意
味

榎
本　

一
樹	

華
夷
思
想
形
成
の
概
観
・
理
解
か
ら
み
た
現
代
中
国

佐
藤　

雅
也	

魯
迅
『
狂
人
日
記
』
に
お
け
る
儒
教
と
「
食
人
」

栗
原　

結
薫	

現
代
に
活
か
す
『
伝
習
録
』

安
西　

優
輝	

親
孝
行
の
本
質
─
『
孝
経
』
を
中
心
に
親
に
対
す
る
子
の

在
り
方
に
つ
い
て
分
析
す
る
─

伊
藤　

和
美	

東
西
陶
磁
史
の
概
略
と
元
青
花

丸
山　

峻
拓	

ヤ
ー
ジ
ニ
ャ
ヴ
ァ
ル
キ
ヤ
と
ウ
ッ
ダ
ー
ラ
カ
ア
ー
ル
ニ
の

ア
ー
ト
マ
ン
論
の
統
合
を
目
指
し
て

岡
嵜　

来
望	

イ
ン
ド
の
食
文
化
研
究

岩
澤　

明
音	

ジ
ャ
イ
ナ
教
に
お
け
る
植
物
の
生
命
倫
理
観
と
人
間
優
位

性
の
考
察

奥
西　

極	

『
大
般
涅
槃
経
』
の
研
究

渡
邉　

剛
志	

イ
ン
ド
死
生
観
に
見
る
宗
教
が
信
仰
さ
れ
る
理
由
に
つ
い

て

小
森　

啓
矢	

イ
ン
ド
音
楽
の
影
響
を
受
け
た
カ
ル
チ
ャ
ー
の
変
貌

渡
部　

智
瑛	

マ
ハ
ト
マ
・
ガ
ン
デ
ィ
ー
の
ギ
ー
タ
ー
に
対
す
る
解
釈
と

ア
ヒ
ン
サ
ー

土
居
原　

潔	

親
鸞
が
生
涯
を
通
し
て
教
え
て
く
れ
た
も
の

花
嶋　

伶
哉	

人
間
の
一
生
と
生
死

種
池　

広
平	
「
バ
ガ
ヴ
ァ
ッ
ド
・
ギ
ー
タ
ー
」
の
筆
者
が
読
者
に
伝
え

た
か
っ
た
こ
と
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坂
口　

駿
平	

イ
ン
ド
舞
踊
と
表
現

中
村　

日
凪
生	

０
の
発
明
と
そ
の
普
及

鎌
田　

迅	

東
洋
の
煙
草
文
化
─
ア
ジ
ア
諸
地
域
に
お
け
る
歴
史
的
変

遷

田
邊　

涼
太	
東
洋
に
お
け
る
男
色
の
歴
史

中
野　

瑠
美	

ア
ジ
ア
各
地
の
壁
画
か
ら
東
洋
美
術
の
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ

を
探
る

伊
藤　

航
大	

オ
ウ
ム
真
理
教
の
テ
ロ
組
織
化
に
お
け
る
東
洋
諸
国
の
宗

教
か
ら
の
影
響

角　

俊
太
郎	

森
鴎
外
と
人
魚
姫

小
河
原　

麻
衣	

社
会
の
中
に
生
き
る
仏
教
者
の
活
動

城
之
内　

優
佳	

仏
教
者
に
よ
る
緩
和
ケ
ア
の
実
践
に
つ
い
て

菊
岡　

愛
恵	

日
本
人
の
親
切
概
念
へ
の
考
察

杉
山　

聖
弥	

女
人
禁
制
か
ら
文
化
や
伝
統
を
考
え
る

大
学
院
イ
ン
ド
哲
学
仏
教
学
専
攻
修
士
論
文

古
川　

峻	

ダ
ル
マ
ス
ー
ト
ラ
に
お
け
る
滅
罪
法
に
つ
い
て
の
考
察

（
チ
ャ
ー
ン
ド
ラ
ー
ヤ
ナ
滅
罪
を
手
が
か
り
に
）

福
島
マ
シ
ュ
ー	
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